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【番外編】　恋心知らず




　あの日、あの時。

　彼の暖かくて大きな手が他の女性の腰に回された時、リンジーの恒久的に続くかと思われた世界に小さなひびが入った。




　ユーリの耳元に女性の艶やかな口元が寄せられ、それに耳を傾ける彼の姿。人が行き来する街中で身を寄せ合い、何処かへ消えゆくその後ろ姿。

　全てが嫌だった。ざわざわと虫が這はいずるような感覚が腹の中に広がり、その不快感が胸へと広がっていく。彼らが行きつく先で何をするかを考えるだけで泣きそうになる。不安や焦燥感がリンジーを襲い、その姿を見送ることしかできなかった自分に悔しさを覚えた。

（…………あぁ、そうか）

　その感情がいったい何なのかを自覚した時、リンジーの世界は完全に壊れた。そしてその新たな世界には未知のものが幅を利かせていたのだ。







　母からは恋というものが如何なるものかは散々聞かされてきた。純愛と言える痛いほどに真っ直ぐなものや、狂愛とも言える常人には理解しがたい常軌を逸したドロドロの愛憎劇、涙を誘う悲恋も。だから実際には体験したことはないものの、頭で理解は出来ていると自負していたのだ。十人十色様々な形はあれども、共通するのはその人を強く思い求めるのが恋であると。

　けれどもユーリに恋をしてみてどうだ。

　そんな自分の理解を超えることがこの身に起きている。

『寝ても覚めても思うのはその人のことなの』

　寝ても覚めてもどころか大事な仕事の最中にもユーリの顔が浮かんできてリンジーの邪魔をする。それを打ち消して再び仕事に集中するのがこんなにも苦労することだとは思いもしなかった。

『彼に会えると思うだけで胸がドキドキしてしょうがないの』

　団長執務室に向かう用事が出来ただけで不整脈を起こす。いつか倒れてしまうのではないかと本気で心配だ。

『彼が他の女の人といるだけで不安になるの』

　それはたった今嫌というほど味わったばかり。むしろそのお蔭でこの恋を自覚することになってしまったのだ。もうその恐ろしいまでの嫉妬心の影響力は身を以て理解できた。

　先人たちは書物や歌にて教えを残した。恋とは如何なるものか。

　だがそんなもの、知識として知っていても何も役には立たなかった。

　結局は分かっていてもコントロールが難しいものなのだ、恋というものは。いかに理性の下で管理を図ろうとしてもそこからすり抜けてあっという間にリンジーの全てを支配してしまう。『恋する乙女状態』というものを瞬く間に作り上げてしまうのだ。




（……ここを、こう）

　だからリンジーは今日も鏡の前で練習をする。目尻が下がり口元が緩んでしまう顔と鏡で睨にらめっこをしながら、平静な顔を作る練習を。

　この恋は忍ぶと決めた。

　決めたからにはそれに合わせてユーリを目の前にしても平気な自分を作り上げなくてはいけない。間違っても赤面したり目を潤ませたり話しかけられただけで舞い上がったりしてはいけないのだ。仕事に徹し、ユーリのことなど歯牙にもかけないと思わせるようにしなければならない。

　だからリンジーは毎日練習する。ユーリを思い浮かべても、緩まない顔を作るために。

（眉はもう少し上げて、口はこのまま固定）

　けれどもこの恋心はちっとも萎える事はない。リンジーの顔が完成に近づけば近づくほど、その想いは予想を裏切って日に日に大きくなっていくのだ。

（……全然ダメだ）

　幾度も鏡の前で百面相をすれども、ちっとも上手くいきやしない。







「はっ！　合同訓練？　毎度毎度凝りもせず起こりもしない戦のためによくもまぁ頑張るものだ。無駄だ無駄だ、そんなもの。お前、バンギリアムに何を教わった？　無駄金を湯水のように使えとでも言われたか？　お前の仕事は戦うしか能のない奴らの手綱をしっかり握って無駄金を使わせない事にあるんだよ。間違ってもこんな無駄金を揃えた費用一覧を私に持ってくることじゃない。頭を使え、この愚か者」

　モルギュストの勝手な言い分や詰りに、リンジーはギュッと手を握って耐えた。言い返したくても上司のその剣けん幕まくがそれを許してはくれない。

　机を目の前でバンバン叩かれ提出した資料を目の前で破られる。今までの苦労などを嘲笑うかのようにいとも簡単に。

　その余りの態度に驚いて言葉も失ってしまったリンジーは、目障りだとばかりに手で追い払う仕草をするモルギュストに何も言い返す事が出来ず、結局破られた資料を拾ってすごすごと帰っていく事しかできなかった。

　入省して一年と少し。ついこの間騎士団担当の業務をノールグエストから引き継いだ経験の浅いリンジーはまだ言い返す術を持ち合わせてはいない。

　真っ二つに引き裂かれた資料を見て、涙を呑んだ。

　悔しい。合同訓練の費用一覧表ですと言っただけで中身もよく確認もせずにモルギュストは鼻で笑って唾棄した。見る価値もないと言わんばかりに破いたのだ。

「あーあ、可哀想。次官にはお得意の色仕掛けは通用しないんだねぇ。残念」

　そんな折れそうな時を狙って、後ろから心無い言葉が投げかけられる。またか、とうんざりする気持ちで後ろを振り返れば、鼻のでかいひょろりとした男が頭の後ろで腕を組みこちらをニヤニヤしながら見ていた。

　この男はいつでもそうだ。口を開けばリンジーが女であることを馬鹿にしてくる。

　財務省の先輩である彼は最近まではリンジーの最大の悩みの種だった。

『男共に色目を使って媚びていて、それで仕事を上手く運んでいる』、『失敗は泣けば許してもらえるから楽だ』、『男の俺らが懸命に働いているのにどうせ腰掛程度に思ってやっているんだろう？』。

　彼の腹の立つ発言は思い出すだけでたくさんあるが、そのいずれも誹ひ謗ぼう中傷ちゅうしょうと言ってもいいほどの言いがかりだった。そもそもリンジーは色目の使い方など知らないし、腰掛の仕事と思っていたら入省などせずに今頃母の言うことを聞いてお見合いをして結婚している。

　それをいくら説いても理解できない脳みその小さなその先輩は、今日も今日とてまともに仕事などせずに暇を持て余していた。先日あの東屋あずまやでユーリが言っていた通り、リンジーを貶める発言をする彼とその彼に付き従う後輩は仕事を割り振られなくなるほどに使えない男だった。

　モルギュストから下りてくる仕事を一手に引き受けているブレアフォンが職場内での仕事の割り振りをするのだが、彼はいつも雑用と言えるものしか割り当てられない。誰でも出来るようなものをブレアフォンは彼に振るのだが、何も贔ひい屓きをしているとかではなく要領が悪いうえに数字を扱う部署の人間としては恐ろしく仕事が雑で諦められている節がある。

　それを最近開けた視野で彼を見た時に気が付いた。そして彼が口ほどにもない小物であることも。

　彼よりは仕事が出来ると自信を持つことが出来たリンジーは、こういう時の対処方法を知っていた。

「人の話にそば耳立てるほどお暇そうで羨ましい限りです」

　鼻で笑って劣等感をぶん殴ってやるのだ。そうすると彼は顔を真っ赤にして激高するも何も言い返してこない。リンジーとは違って本当のことを言われたからに他ならないからだ。

　そんな彼を尻目にリンジーは自分の机へと戻っていく。随分と強かで嫌味な女になったものだと自分でも思うが、恥じ入ることもなかった。これで尊厳を取り戻し、自分の仕事に胸を張ることが出来るのであれば構いやしない。そしてそんな風に変えてくれたのが他でもないユーリだと思うと、自ずと勇気が湧いてくるのだ。




　椅子に座って、さて、と目の前にある合同訓練の資料に目を落とす。

　強かになり成長できたとしてもリンジーに立ちはだかる壁はいまだ分厚い。最近は一つ壁を乗り越えてもこれではダメだと自省することが多くなった。

　自分の世界が変わり、そしてその変化についていけなくなっている部分がある。それが仕事の足を引っ張りこのような結果を生んでしまっているような気がした。

　振り回されているのだ、この恋に。

　いまだに顔を作りきれず自分の気持ちもコントロールが出来ないために仕事に支障をきたしているこの状態に危機感を覚える。自分の許容量を大きく上回る事が次から次へと起こり、その対処が追い付いていない。

　いっその事このユーリへの思いを捨てられたらどんなに楽だろうかと思う。

　捨てようと思っていてもその捨てきれない恋心を持て余しそして振り回される日々。それに加えて合同訓練と軍事演習の費用調整の大きな業務が重なり忙殺されて若干の疲れを感じている今日この頃。リンジーは所謂いわゆるどん詰まりだった。







　資料室という名の物置きから埃の被った昔の資料を引っ張り出し、その表紙に付いている埃を手で払う。管理が甘いせいか若干傷みかけているその資料のページをパラパラと捲り、過去の合同訓練の費用一覧を探し出した。

　あの頑固者の上司を納得させるためにはいったい何が必要なのかと考える。恐らく中身も見やしない様子から数字云々の問題ではない様な気がするし、どちらかと言えば事細かな部分ではなく両騎士団の活動自体の必要性を説くべきなのかと考えた。

　モルギュストは平和ボケ……もとい、永続的な平和を願ってやまない人だ。この平和な国で戦争など起こる筈がないと言って憚らない。だから軍事的な活動を主とするグロウスノアとサンドリオンに向ける目は厳しい。

　つまりは彼の中の常識を少しでも崩して、その隙間から滑り込む様な説得力があってかつ力強い話を展開していかなければダメなのだろう。真正面からモルギュストの言う事を否定できるくらいの自信と根拠を持って。

　今、リンジーはその自信と根拠を得るために過去の資料を当たっている。

　前回の合同訓練の時は初回だからという事で、前任のノールグエストと一緒に決裁まで持ち込んだ。両団長との打ち合わせや出来上がってきた費用一覧のチェック、そしてモルギュストへの提出と説明、はたは説得まである程度はノールグエストが手本を見せるように主体としてやってくれたのだが、今回からは彼の指導下から離れリンジーただ一人。勿論前回のノールグエストのやり様をただぼーっと見ていたわけではない。しっかりとメモを取りモルギュストへのアピールの仕方もしっかりと学んだ上での今回の提出だった。

　ところがいざ提出してみれば、前回はぺらぺらと中身を確認して話までしっかりと聞いていたはずのモルギュストは、その資料を一切開く事なく話も聞きやしなかった。ノールグエストの時とは全く違った態度を取られ、今回準備した事は勿論の事ノールグエストから学んだ事すらも役立てる事が出来なかったのだ。

　悔しい。

　今リンジーの中にあるのはただそれだけだ。悔しくて悔しくて仕方がない。

　おそらくモルギュストが態度を変えたのはリンジーが新人で女であるというのもあるが、彼の場合はリンジーが平民であるところが大きいのだろう。モルギュストの判断基準は身分だ。同じ伯爵位であるノールグエストにはある程度の理解を示すが、リンジーの話など聞く価値もない。つまりはそういう事だ。

　卑屈になるつもりはないが、働くにあたってこんなにも仕事の能力以外の物が壁になるとは思いもしなかった。

　頭を悩ませる事は次から次へとやってくる。おそらくこの事に関してはノールグエストに助けを求めれば、快くそれを引き受けてくれるだろう。モルギュストへの説得に関しても助言をしてくれ、彼を言い含めてくれるかもしれない。だが、それではリンジー自身が成長できないし、根本的な問題を解決する事が出来ずにすぐに行き詰まる事になるだろう。

　それに……、とユーリの顔を思い浮かべる。

　この間あの東屋で弱音を聞いてもらった。疑心暗鬼になって頑なになってしまったこの心を和らげ解し、癒してくれた。『自信を持て』と背中を押し、その先に見える一筋の光明を指し示してくれたのだ。ユーリには感謝してもし足りない。一つ大きく成長し強くなれたのも彼の言葉があったからだ。

　そんな彼に恋をするという予想外の事が起きてはしまったが、いや、恋をしてしまったからかもしれない。ユーリにこれ以上情けない所は見せたくなかった。

　だからこそ、今は踏ん張り時なのだ。リンジー一人でモルギュストと渡り合える様な力をつけて、この困窮する騎士団を少しでも救える様な人間になりたい。リンジーがユーリを頼ったように、ユーリもリンジーを頼れるように大きな存在でありたい。その願いが今はリンジーの原動力になっている。ページを捲るこの指も、数字や文字を追うこの目も、全てを理解してそれを応用しようと構図を組み立てるこの頭も、それが動かしているのだ。

　こんな事で躓つまずいてなどいられない。




　結局その日は資料室で一日を過ごし、気が付けば夜になっていた。職場に戻れば誰一人おらずランプ一つだけ小さく灯っている。その静寂の中ひとつ溜息を溢し、自分の机に座って再度資料の作成に取り掛かった。モルギュストが破りさえしなければまた同じ資料を作るなどという手間かつ無駄な事をしなくても済んだのにと、恨み事のように思いながら。

　次こそは絶対に破らせまい。その前に説得してやる。闘志に満ちたリンジーが握るペンの動きは豪胆で荒々しい。けれども数字は間違えることなく丁寧に。

　カリカリというペンの音は、夜中まで財務省の部屋の中に響き渡っていた。







　次の日、睡眠時間もそこそこにリンジーは出勤し、そして昨日再度作り上げた資料をチェックして騎士団本部の方に赴いた。合同訓練について当人たちの話を少し聞いてみようと思ったからだ。

　一応知識として合同訓練の意義や歴史などは頭に入っているが、あくまで知識だけでそこには実際に訓練する人たちの想いや熱はない。何故この平和の続く今もなお戦いに備えるのか、どんな思いで訓練をしているのか、その先に見据えるものは何なのか。そう言ったものを教科書通りの答えではなく、もっと深く掘り下げたものが聞いてみたかった。それがモルギュストの説得の材料になればいいという期待も込められていたのだ。

「失礼します」

　グロウスノアの団長執務室の扉をノックして中に入ると、部屋の中には五十代の白髪交じりのブラウンの髪を持ったユーリよりもガタイのいい大きな男が机に座っていた。副官のテオドール・カリブマンだ。

「こんにちは。カリブマン副官」

「いらっしゃい、ウォルスノー殿」

　カリブマンはリンジーの訪問を目元に皺を作りながら歓迎してくれ、立ち上がり近くまで寄ってきてくれた。目の前に立たれるとその身体の大きさがより一層分かる。ユーリも大きいと思っていたが、カリブマンはその一回りも大きい。いつも威圧感を感じるものの、それを払拭してくれるのが丁寧な口調と大きく闊かっ達たつな笑い声だった。

「少し、お話をお聞き出来ればと思いまして。どなたかお手すきの方がいらっしゃればお願いしたいのですが……」

「おや、お話ですとな？　ならば是非ともこの私の相手をして下され。こう見えても訓練終わりの休憩中で暇を持て余していたところですわい！　あっはっはっは……、痛たたたっ」

　いつものように笑い声を上げたと思ったら、脇腹を押さえて痛がるそぶりを見せる。慌てて『大丈夫ですか？』と手で支えようとするも、『問題ござらん！』と言って笑いまた脇腹を抱えて悶絶をしていた。

「どこかお怪我でも？」

　先ほどの訓練中に痛めてしまったのだろうか。この手練の老騎士が易々脇腹を取らせる様なへまはしないとは思うが、余りの痛がりように心配になってくる。もしかすると病気という可能性も否定できない。このまま話など止めて医務室に直行した方がいいのかもしれないと、カリブマンに提案した。

「いやいやいや、心配ござらん。なに、少し脇腹の骨にひびが入って笑うとそこに響くだけですわい。笑うのは禁止だと医者に言われたが、なかなかにこの笑い上戸は止められん。ぷぷっ」

　一応は医者に見せているらしいので、そこまで心配する事はない事にホッとする。しかし、脇腹の骨にひびとはなかなかの大怪我だ。

「大丈夫ですか？　お休みになられた方がいいのでは？」

「いつもの事ですわい。寧ろ今回は軽傷で済んだ方でして」

「訓練でお怪我を？」

「いやはやお恥ずかしい話、一昨日家内にやられましてなぁ」

「奥様が……」

　どこかしみじみとした顔をしながら脇腹を手で摩るカリブマンに、リンジーは呆然と呟いた。こんな大きな男の脇腹を怪我させたその奥さんは、はたして何をしたのだろうか。事故かはたまた故意か。他人の家庭内のいざこざに首を突っ込むつもりはないが、興味はある。

　それが顔に出ていたのだろうか、カリブマンは笑って痛がるという一連の動作を終えた後にその理由を話してくれた。

「私が浮気をしたと制裁をされまして」

「え?!　カリブマン副官が浮気ですか？」

　意外だ。カリブマンにそんな一面があった事が意外過ぎて口を開けて驚く。そして、こんな人でも浮気をするものなのだと内心密かにがっかりもした。

「あっはっは……いててっ。う、浮気と言っても誤解でしてな。この間団長目当てに本部までやってきたご令嬢を追い返していた場面を家内が目撃して、早とちりで浮気だと。まぁ、家内の早とちりは常の事でして、玄関前に木刀を持った家内が仁王立ちでいて、有無も言わさず無言で脇腹にスパンッですわ。家内も元は同じ騎士とはいえ、除ける事も叶わずまともに食らったのは騎士として恥ずかしい限りで……。いやしかし、あやつのすぐ手が出る癖は何年経っても変わりはせん。本当、やきもち焼きで可愛らしい所はありますが、女性と迂闊に話も出来ません。こうやってウォルスノー殿と話しているのを見られたらまた脇腹をいかれるかもしれませんぞ。あっはっは、うっ……！」

「はぁ、それは大変でしたね」

　何だ、誤解だったのかとホッとしたはいいものの、彼の奥さんのバイオレンスな一面に唖あ然ぜんとする。まぁ、夫であるカリブマン自身がそんな奥さんの嫉妬を『可愛らしい』と言っているのだから大丈夫なのだろうが、脇腹の骨のひびが軽い方ならいつもはどれだけの大怪我を負わせられているのだろう。木刀で脇腹スパン。この話から想像し、とても人様に見せられないバイオレンスな図がリンジーの頭の中に浮かび上がってきた。背筋がゾゾゾと凍る。

「お大事に……」

　リンジーの両親は物言わぬ父に一方的に話す母で、例え喧嘩が起こったとしても母が勝手に拗ねて父がオロオロしながら謝る姿しか見た事がなかった。生前浮気とは縁遠かった父も母を大変愛していたし、母も愛情を大袈裟なくらいに表現する人だ。暴力を伴う痴話喧嘩を見た事がないリンジーにとっては、かくも夫婦というのは様々な形をしているものだと考えさせられる話だった。恋を知った今、いつもは聞くだけ聞いて気にも留めない事が気にかかってきている。




「して、だいぶ脱線してしまいましたが、聞きたい話とは？」

「ええ。実は合同訓練の事なのですが」

　カリブマンに話を促されて本来の目的を思い出したリンジーは、早速事前に用意していた質問項目になぞらって話を聞き始めた。彼も戦争を経験している世代の一人だ。ガルフィールドと同じく戦場を駆け抜け命の遣り取りをし、血生臭い匂いを嗅いだのだろう。平和に対する思い入れは格別だ。だから彼はリンジーの質問に面倒くさがる事なく、雄弁に話してくれた。

　それにうんうんと頷いて、リンジーは懸命にメモをする。この仕事を始めてすっかりメモ魔になってしまったが、これをする事で随分頭の中身が整理される。カリブマンの話を聞きながら、モルギュストへの話の道筋を頭で組み立てながらアピールポイントを押さえていく。話を聞き終わる頃にはメモ帳として持ってきた五枚の紙はぎっしりと文字で埋め尽くされていた。




「ありがとうございます、カリブマン副官」

「いえいえ。お役に立つ話が出来ましたかな？」

「ええ。十分すぎるくらいに」

　笑ってお礼を言い、お辞儀をする。

　すると、手元の資料から何かが滑り落ちた。

　どうやらモルギュストに破られてしまった前回の費用一覧の一部が紛れ込んでいたらしい。リンジーが空に舞うそれを掴もうとするも、無情にもはらりと二人の間に落ちて行く。

「あっ」

　しまった、とは思えど、すでにカリブマンの眼にはその紙片がしっかりと映ってしまっていた。慌てて拾いはしたもののそれが何なのか彼はもう分かってしまっているだろう。これを見せるつもりも、ましてやモルギュストにせっかく作った費用一覧を破られて却下されてしまったなんて言うつもりもなかった。ちゃんと許可を貰った状態で持ってくるはずだったのに。臍を噛んで俯き、カリブマンに何と説明しようと考え込んだ。

「あっはっは……、お、おぅっ、てて……。すみませぬ。なるほど、ウォルスノー殿もしっかりと洗礼を受けたわけですな？　あのモルギュスト殿に」

「え？」

　カリブマンの言葉に顔を上げると、彼は脇腹を押えながら苦笑していた。『困ったものですな、彼には』と言うカリブマンにはこの紙片が意味することが分かっているのだろう。破ったのがモルギュストの仕業である事も。

「お気になされるな、ウォルスノー殿。なに、ここ数年騎士団担当官が必ず通る道ですわい。今は飄々としておられるが、あのバンギリアム殿も最初に同じ事をされた時それはそれは烈火のごとくお怒りになりまして」

「え？　バンギリアムさんも破られたんですか？」

「ええ。ばっさりすっぱりと。まぁ、それも最初のうちだけで、彼もただやられるだけの御仁ではありませんから、何かしらの手は打ったのでしょう」

　初耳だった。まさかノールグエストも同じような目に遭っていたとは思いもよらず、彼は最初からスマートにこなしていたと思っていたのだ。優秀だし何より爵位があるから。

「彼はあんな形でちゃらんぽらんではありますが、負けん気はある。我々には知り得ぬ努力をしてきたのでしょう」

『努力』と言う言葉はノールグエストには似合わない。多分、これは皆の共通認識だ。

　彼はカリブマンが言う通りいつも飄々とした顔で物事をこなし、ちゃらちゃらとした喋りで皆を沸かせるムードメーカーのような人だ。リンジーのように必死になってメモを取ったり机に齧かぶりついて頭を抱えている姿など見た事がなかった。努力などしなくても天性の才があるのだとすら思っていた。リンジーが持っていないものを全て持っているのだと。

　けれどもそれが人知れぬ努力の上に成り立っていたのだとしたら。

　本当は身分や性別で差別されるなどくだらないと思っていたリンジー自身が一番それに捕らわれていたのだと知り恥ずかしくなった。それと同時に、最初は皆スタート地点は同じなのだと思えば少しは気持ちが楽にもなる。

　つまりは今後のモルギュストの態度を決めるのは自分の出方次第という事になる。ここで怯んで手を抜いてしまったら、ずっと舐められるし無駄な仕事を増やすのだろう。何もかもがリンジーの実力と努力が物を言うのだ。俄然気合が入った。

「まぁ、何事も最初は皆足踏みをするという事ですな。若人だからこそ悩みそれを打ち破る力を発揮できるわけですわい。うちの若造も今はああですが、少し前までは色々と四苦八苦しておりましてな」

「そうなんですか？」

　カリブマンが言う『若造』というのはユーリの事だ。彼は年若い自分の上司をいつも『若造』と呼ぶ。

「ええ。……そうだ、もしよかったら訓練の様子を見て行かれますか？　もう訓練自体は終わってはおりますが、若造が個別に特訓している姿が見れますぞ。実際目にされた事は？」

「いえ。けど邪魔にはなりませんか？」

「二階の廊下の窓から訓練場が見下ろせましてな。そこからなら邪魔にはなりますまい」

「では是非」




　カリブマンの先導で二階の廊下へと向かい、大きな掃き出し窓を開けてバルコニーから下の訓練場を見下ろす。もう既に訓練が終わってまばらに人が散らばってはいるが、その一角に四、五人ほどの人だかりを見つける。中心にはユーリの姿が。一人の騎士に剣の振り方や身のこなし方を指導し、その指導された騎士の練習相手を他の騎士がしていた。

「おーおー。今日もセルダンの奴コテンパンにやられていますなぁ」

　おそらくセルダンというのはユーリに指導されていた騎士の事だろう。確かに相手の騎士に反撃をする暇もなくやられていた。可哀想なくらいに。その度にユーリの指導が入り、また次の騎士に剣を振り上げる。何度も何度も。見ていて痛々しくなる位だ。

　けれども彼に諦めた様子はなく、それどころか打ち合う度にその気合の声は大きくなる。ユーリの檄もその度に大きくなり、他の見学している騎士たちの応援の声すらも聞こえてきた。

「あのボロボロにやられている男はセルダンと言いまして、見ての通りグロウスノアでは最弱の男です。入団当初は身体もガリガリで剣も持った事もなく、試験の時も一発で女子に倒されたほどに弱っちい男でしてな。皆が皆、彼の入団は拒否されると思っておりました。けれどもそんなセルダンを拾うと名乗り出たのがあの若造です」

　カリブマンが懐かしむように眼を細める。口髭の下の唇はわなわなと震え、今にも大笑いしたいのを堪えているように見えた。

「当初、ダンクレストはガルフィールド公の計らいでグロウスノアの団長に就任したばかりでした。もちろん団内には反発が起こりました。突然ネイウスの若造が自分たちの上司になるのですから」

　マグダリア国の騎士団は三つあるが、それぞれ身分によって入れる騎士団が変わってくる。

　ネイウスは伯爵位以上の家の出の者が、グロウスノアとサンドリオンはそれ以下もしくは平民が入る事になっている。唯一例外として認められているのが、グロウスノアとサンドリオンの団員の中で四十歳以上かつ試験に合格した者はネイウスに移籍できるが、けれども入団当初は皆等しくその基準になぞらう。もちろん団長も各団の中から前任の団長が選出し、団員が見守る中一騎打ちをしてその地位を受け継ぐ事になっていた。

　だからユーリのグロウスノア団長就任は異例の事だった。ネイウスから他の団の団長に就任するなど前例はなく、グロウスノアの者だけではなくサンドリオンの団員もまた彼の団長就任に反対したと言う。裏の事情を話してしまえば、ユーリの団長就任はモルギュスト対策なのだが、それは団員達の知る所ではない。前任の団長が男爵位でモルギュストに対抗するには力が弱く、そこで退任を機に侯爵家の子息であるユーリを置いてその圧力を緩和させる狙いがあると説明しても、納得できる者は少ない。

　団長に求められる者は絶対的な強さと求心力だ。この人になら命を預けられると信頼できる人間でなければ誰もがそっぽを向いてしまう。貴族の爵位に縛られない平民なら尚の事。貴族に悪感情を持つ者も少なくはなかった。

　当時ユーリは二十二歳。歓迎する者は多くはない。

「まぁ、色々ありましたよ。サンドリオンに移籍すると申し出る者多数、退団すると言い出すものまでいる始末で。話は聞かないは悪態は吐くは訓練すらもサボるはで滅茶苦茶でしてな。まぁ、意地の悪い事に私はあの若造がどう出るか高みの見物を決め込んでいましたがね」

「団長を見極めるためですか？」

「半分は。後の半分は……、いやぁ私も青いと申しますか、彼の就任に納得いっていなかったのでしょう。何せあの若造にへコヘコするのかと思ったら腹が立ちましてなぁ！　あっはっは！　……っとと」

　当然と言えば当然、目に見えた結果だったのだろう。恐らくユーリもその覚悟を持って団長に就任した筈だ。目の前に差し出されたのが茨の道であったとしても敢えてそこを通ると決めた時、どれ程の覚悟を持ったのだろう。リンジーには計り知れない。

「そんな中のセルダン採用ですから、まぁ『人気取りだろ』と鼻で笑うものが多い事多い事。私も何故使えなさそうな者を取ったのかとんと疑問になりましてな、聞いてみたのです。そうしたらあの若造、『可能性を信じる者の志を無碍になどしたくはない。やって出来なければそれで彼も納得も出来るし、続けたいと言うのならそれに力添えをする。それが俺の仕事だ』と言い切りよって。本当、小生意気な奴でしたわい」

　そう言うカリブマンの顔は嬉しそうに綻んでいる。

「ああやって訓練とは別に個別に訓練をしているのも若造が言い出した事で、セルダンもそれに必死に応えている。筋肉が一切なかった彼に吐くほど食べろと指示し、基礎体力をつけるのも付き合い、素振りも一緒にやって見せる。一年でようやっとあそこまで他人と打ち合いが出来るまでに成長したのはセルダンの努力もありましょうが、若造の指導も大きい。本当にあやつはセルダンの可能性を大きく引き出したのですよ。もちろんセルダン一人を贔屓しているというわけではありませんぞ。あれはあれで割と公平に皆を見ている。自分に信頼を置く者であっても、反発している者であっても。公平に叱り公平に誉め公平に檄を飛ばす。そんな彼の姿に『団長』というものを見出した者はここ最近では多くなってきている」

「カリブマン副官も団長にそれを見出したのでしょうか」

「ふっ、ふふっ。そうですな」

　必死に堪えているせいで変な笑いが返ってきた。先ほどの饒舌さとは打って変わって肯定の言葉も短いものだ。けれども、きっと彼は彼なりにユーリを認めているのだろう。『若造』と呼ぶのも愛着が沸いたから。その声にはいつだって親しみがある。

「されども若造にはまだまだ厳しい道のり。彼もまた、貴女と同じく日夜戦い続けております」

　視線の先でセルダンの剣を己の剣で受け止めながら切り返し方の見本を見せているユーリは生き生きとしていた。彼もまた、努力の人なのだろう。

「だからご安心召されよ。常に同志は側におられる。ペンと剣、その手に握る物は違えど貴女もまた戦う騎士。私もそしてあの若造も貴女を応援し、そして共に闘う所存です」

「カリブマン副官……」

　見上げればそこには子を慈しむかのような眼差しを向けるカリブマンがいた。こうやって彼はユーリの事もそしておそらくノールグエストの事も見守り支えてきたのだろう。時には厳しく時には背中を叩いて励ます様に、あの高らかな笑い声を上げて。きっと二人もリンジーのように彼に元気づけて貰ったに違いない。

「ありがとうございます」

「いえいえ。こちらこそ爺の与太話に付き合っていただけて恐悦至極でございます。それにちと御挨拶も兼ねようかと思いまして……」

「御挨拶？」

　鼻の頭をポリポリと掻き、カリブマンは姿勢を正し騎士の礼を取り始める。右手を胸の前に置いてそのまま頭を下げる、よく儀礼などで見られるものだ。

　突然彼が自分を相手に何故そんな恭しくし始めたのか分からず、リンジーは目を白黒させた。

「この度不肖ながら私、ネイウスへの移籍が決まりました。そちらのご報告とグロウスノア騎士団を離れる御挨拶を致したく、ウォルスノー殿にはお付き合い願った次第でございます」

「本当ですか?!」

　驚きと嬉しさで思わず大きな声を上げる。姿勢を正すカリブマンの手を抱きつくような勢いで取ると、リンジーはひたすらに祝福の言葉を彼に送った。

「おめでとうございます、カリブマン副官！　本当におめでとうございます！」

　グロウスノアとサンドリオンの騎士にとって、ネイウスへの移籍は大出世だ。誰しもがその夢に憧れ、四十を過ぎるとそれに向かい邁進する。特にカリブマンは平民で、実力と人望はあれども身分が低いために不遇を強いられたうちの一人だ。そんな彼の昇進を喜ばないわけがない。

「驚きました。いつの間に試験を？」

「今年の春に。今まで推薦を得る事が出来ずに試験すら断念していたのですが、あの若造がしてくれましてな。『貴方は上を目指すべきだ』とか何とか言いよりまして。ぷっ、くふふっ」

「それは嬉しい限りですね」

「ありがとうございます」

　ネイウス移籍が赦されたとしてもそれには必ず所属する騎士団の団長の推薦状が必要で、それが平民に出される事はまず少ない。前任の団長はその慣例に従って、カリブマンには推薦状を出す事はしなかったのだろう。それを打ち破りカリブマンをネイウスに送り出したユーリが自分の事のように誇らしくて、ほわっと心が温かくなる。

「いつからネイウスに？」

「合同訓練後になります」

「ならこうやって気軽にお会いできなくなりますね。寂しくなります」

「なに、ウォルスノー殿が望めばいつでも駆けつけますぞ」

「そんな軽口はほどほどにしてください。骨が何本あっても足りなくなりますよ」

「いや、まったくだ」

　それほど長い付き合いではないがそれでも寂しくなる。ネイウスに移動をしたら平団員から始める事になるのでそうそう会う事もなくなるだろう。団長執務室であの笑い声が聞けなくなると思うと、少し物足りなくなる様な気がしてきた。

「それで、私の後任なのですが、ほらあそこにいる人一倍喧しく応援をしている男がおりますでしょう？　あの赤毛の」

　指で指し示された先にいたのはユーリと同じかそれよりも年若い利発そうな男が一人。確かにカリブマンの言う通り人一倍声が大きく人一倍煩い。

「レグルス・オーウェンといいまして、少しばかり馬鹿な所がありますが実直な奴で、他の団員からも人気が高い。人気取りに苦心しております若造の下に据えれば少しは役に立ちましょう」

　カリブマンから引き継ぐには少し若すぎないかと思ったが、そこはしっかりとその役割を見据えての人選をしていたらしい。余計な懸念だったようだ。

「もしかすると執務室が奴のせいで煩くなるやもしれませんが、そこは容赦くだされ」

「ご心配なく。恙つつが無なく仕事が進めば文句はありません」

　その後、レグルスに文句どころか呆れまで出てくる事になるのだが、今は双方ともそれを知らない。もう少し先の話である。




「後は最後にお付き合いいただきたい事が。……まぁ、それでこれはある種の餞と申しますか」

「餞、ですか？」

「老婆心ながらついついちょっかいを出したくなりましたとでも言いましょうか」

「はぁ」

　カリブマンの手をぎゅっと握りながら首を傾げる。餞は自分にという事だろうか。と、するとそのちょっかいというのは何を指し示すのだろうか。意味を汲み取れずに考える。

「青臭いものを見ると昔の自分の青春を思いだして、胸がこうキュンキュンするんですなぁ。家内との出会いだったり、初デートで鼻っ柱を拳で折られたりしていたその頃の自分を重ねてみてしまう」

「鼻っ柱を折られたのですか？　デートで？」

　どうやら彼とその妻の関係は今も昔も変わらないものらしい。

「あの澄ました顔をしている若造にも青臭い所はあったらしい。柄にもなく思い悩んでいる姿を見ていますと愉快……いやいや、むず痒くて！　あーっはっはっは！　……あー、これは痛い」

「大丈夫ですか？」

　今回は堪える事をつい忘れてしまったのか、盛大に笑い声を上げて身体に響かせてしまったらしい。今まで以上に痛がり蹲る姿に心配になり顔を覗き込むと、カリブマンは突然掴んでいた手を引っ張り、リンジーの身体を自分の方へと寄せてきた。

「え？」

　その力に逆らう事が出来ずに、リンジーはされるがままにカリブマンの胸に頬をつく。慌てて顔を上げると、彼はリンジーの肩に手を置いた。しぃ、と口元に人差し指を当てて。

「餞でございます」

　悪戯をする子供のように歯を剥き出しにして彼は笑った。




「カリブマンっ!!　そこで何をしている!!」




　突然険を含んだ怒鳴り声が聞こえてきたのは、それから然程経たない頃だ。驚いて肩が跳ねる。カリブマンはそれが誰の声かわかっているのか、それが聞こえてきた瞬間にしめたとばかりに目を眇めた。

　何が何だか分からないリンジーはその声のする方、階下の訓練場の方へと目を向けると、いつの間にやらユーリが近くに移動してきてこちらを睨みつけていた。

「ふっ……。若造が」

　カリブマンもカリブマンでユーリを見下ろし鼻で笑っている。何事かとビビるリンジーは睨み合う二人を交互に見やって今どういう状況なのかを知ろうとするも答えが出ない。どうやらリンジーをよそに二人だけの応酬が始まりそうだった。

「お前、脇腹が痛いとか何とか言っていただろう。そんなところで遊んでいてもいいのか？　今度は奥方に骨を折られるぞ」

「おや、人聞きの悪いことを言わんでいただけますかのう。単にウォルスノー殿に移動のご挨拶をしていただけで、何も団長が考えるような疾しいことなど何一つしておりません」

「じゃあ何故抱き合っている」

　そうユーリに指摘されて改めて自分の今の状況を見れば、確かに傍から見れば抱き合っているようにも見えなくもない事に気が付いた。他人に、しかもよりによってユーリにこんなところを見られて恥ずかしくなり手を放し距離を取ろうとするも、それをカリブマンが赦してくれない。

　どうする事も出来ずに誤解を解こうとユーリの方を振り向くと、彼は見たこともないような顔をしていた。いつものあの柔和で優しげな顔ではない、剣呑で今にも掴み掛りそうなほどに怖い顔をしている。怒ることなどあるのかというくらいいつもは笑顔を向けてくる彼が。

　初めて見た。あんな穏やかではない顔。恐怖と不安でぞくりと背筋が震えて息を飲む。

　こんな公の場ではしたない事をしている自分を咎めているのか、それとも呆れてしまっているのか。つい先日女であることの苦悩を話したばかりだというのに、男に媚びていると思われたら。軽蔑でもされたら。……嫌われてしまったら。

　再度ユーリに怒鳴られたら泣き出してしまうかもしれないと唇を噛み締める。だが、湧き上がる感情が引いてはくれずに、不安だけがただただ無闇に広がっていった。

「抱き合ってなどおりやせん。距離が近いだけだ」

「手も握っているだろう!!」

「馬鹿者。お前が怒鳴るからウォルスノー殿が怖がって泣き出しそうだ」

「はっ?!」

「何を勘違いしているかは知らんが、彼女はただ痛がる私を心配してこの身体を支えてくれただけだ。ただの親切心をお前ときたら穿った見方をしおって。だからお前は若造だと言うんだ」

「いや、だって！　……あーっ、くそっ！　ウォルスノー！　ちょっとそこから動くなよ！」

　くしゃくしゃと髪を掻き毟って慌てた様子でユーリがそこから走っていなくなる。そこから動くなという事は、今からこちらに来るという事なのだろうか。

　先ほどの様子とは一転、今度はあの大人びた彼が感情を露わに焦った顔をしていた。これもまた見たことのない顔だ。

　カリブマンの言葉を借りれば『澄ました顔』を崩さないユーリは、あんな風に声を荒げたり慌てふためく様など普段は見せたりしない。カリブマンに『若造』と言われようが揶揄されようが『はいはい』と大人の態度で躱すのが彼の常だ。笑って終わらせることもある。それなのに今日はどうしたというのだろう。

　ドキドキしている自分がいる。怒るユーリを見て恐怖からくるドキドキと、新たな一面を見た嬉しさからくるドキドキ。

　自分の知らないユーリを知るのは怖い。でも嬉しい。ここに彼が来るのは怖い。でも来てその顔をもっと見せてほしい。相対する気持ちがリンジーの不安一色だった気持ちをぐるぐるとかき混ぜて、よく分からないものにしてしまう。その意味不明なものが自分の顔を真っ赤に染めているのが分かった。

　まさかこれが恋の仕業という事なのだろうか。自分の中に巣食ったユーリへの想いがこの心を掻き乱して、仕事中だというのに、しかもすぐ傍にカリブマンがいるというのに節操なくリンジーを変えていく。

　恋する女に。




「いやいやこれはこれは、思った以上の反応。これからあれで遊べなくなるのは至極残念なことでございますなぁ」

　騎士団本部の建物の中に入ってくユーリの後姿をにやにやとした顔で見送るカリブマンは、その言葉とは裏腹に満足そうな顔をして腕を組む。そして何やら肩を震わせはじめてこみ上げてくるものに耐えるかのように口を引き結び鼻を大きく膨らませていたが、結局耐えきれずに盛大に噴き出した。今までにないほどに高らかな笑い声をあげる。

「いやぁ、青い青い！　青臭いったらないっ！　青臭くて甘酸っぺぇでございますなぁ!!　あーっはっはっはっはっはぁ……、うぬぅ、痛い……、ぷぷぷっ、あ、やっぱ痛い」

　こちらが乙女な思考に陥っている間、カリブマンは何かのツボに入ってしまったらしい。痛がりながらもなおも笑い続けるその姿にリンジーは唖然として、赤面しているどころではなくなった。

　彼にいったい何があったのか。もうユーリといいカリブマンといい、何をそんなに感情を動かしているのだかよく分からない。何だか一人置いてけぼりにされているような気がする。

「あー、これはいいものを見せていただきました。お礼を言いますぞ」

「えっと、私には何が何やらさっぱりなのですが……」

「まぁ、それも一興。そのうち若造が貴女に教えてくれるでしょう。しばしお待ちくだされ」

「……はぁ。わかり、ました」

　よく分かっていないが、とりあえず今は聞かずにユーリからいうのを待てという事でいいのだろうか。腑に落ちない事はあまり好きではないが、カリブマンの顔がこれ以上聞いてくれるなと語っている。そんな顔をした彼に言及しても何も聞き出すことは出来ないだろう。そもそも下手に突っ込むと今度はこちらがボロを出す危うさを持ってしまっている今のリンジーには無理だが。

「さて、若造がこちらに着く前に私は退散いたします」

「え？　そんな！」

「ああ、それと先ほど若造が怒鳴ったことは気になさいますな。あれは私にであって貴女にではござらん。まぁ、若さゆえの逸りとでも言っておきましょう」

「あの、カリブマン副官！」

　リンジーが止める間もなくカリブマンは軽い足取りで、それこそ逃げるように去って行った。また笑っていた気もしないでもない。

　一人あんな状態のユーリを相手するなど、どうすればいいのだろう。辺りを見渡して誰か助けを求められそうな人はいないか探すも、誰一人通りもしなければ人の気配すらない。あるのはこちらに走ってくる一つの足音だけ。

　あれはユーリで間違いない。こちらに向かって走ってきている。そう思うと馬鹿みたいに鼓動が早鐘を打ちそわそわして心もとなくなってしまう。両手を祈るようにギュッと握り心を落ち着かせようとするも、それも無駄に終わってしまう。

　そうだ、こういう時家で練習した事を役立てねばと思い立ち、窓ガラスに自分の顔を写して必死に何ともない冷静な表情を作り始めた。忙しない心臓を鎮めるために腹式呼吸を繰り返し、頬の赤らみを落ち着かせる事から始まり、眉を上げて唇を引き結ぶ。最後に呪文のように『今は仕事中だ』と何度も唱えて再度窓ガラスでチェックすると、なんとも見事に自分が理想とした顔がそこにはあった。

　よし、これだ！　と本番を目の前にして完成したその顔を崩さぬように振り返ると、そこにはもうすでに目の前まで迫ってきているユーリの姿がある。遠くから懸命に走ってきたであろうその姿に胸がきゅっと締め付けられた。

「違う！　違うからな！　さっきのはお前に怒鳴ったわけじゃなくて、カリブマンに言ったんだ！」

　バルコニーに着いて早々捲し立てるように弁解をするユーリにリンジーは内心戸惑いながらも、必死で顔を作る。とりあえず先ほど危惧したような事はなかったらしい。よかった、嫌われたわけじゃないのだと安堵した。

「あいつがお前に変にちょっかいをかけているのだと勘違いして、あんな風に声を荒げてしまったんだ。悪い。お前を怖がらせるつもりなど毛頭なかったし、……な、泣いていないよな？」

「ええ。大丈夫です。驚きましたけど、泣いてはいませんよ」

「そうか。ならいいんだ」

　ユーリの方もリンジーが泣いていない事が分かって安堵したようだった。女を泣かせたとあっては騎士の名折れ。しかも相談に乗ったばかりの女をユーリ自ら泣かせたのであっては立つ瀬がない。よかった、ちゃんと顔を作ることができて。今までの家での努力を自分で褒め称えたくなった。

「それで、カリブマンは？」

「先に帰ると言って行かれましたけど」

「くっそ、あの爺……」

　カリブマンが向かったであろう団長執務室の方を見やって睨みつける。なるほど、ユーリはこんな風に悪態を吐くこともあるのかとまた新鮮な気持ちになった。

「大丈夫ですか？　団長」

「ん？　あぁ、まぁ、な」

　リンジーの冷静な声に我に返ったのか、はっとした顔をしてバツが悪そうに頬を掻く。そしてちらりとこちらを見て眉を顰めた後、口を開いた。

「カリブマンと何を話していたんだ？」

「先ほどもカリブマン副官が仰いましたように移動の挨拶をしていただいておりました。元々私が合同訓練についてのお話を副官からお聞きしていたのですが、いい機会だったのでしょう」

「手を握っていたのは？」

「それは私が副官のネイウス移動の話に興奮してついつい手を握ってしまったんです。後は副官のお話通り。元はといえば私が仕出かした事ですので、あまり副官を怒らないでほしいのですが……」

　カリブマンは悪くないのだと流れを説明すると、ユーリは難しい顔をして黙り込んだ。納得いかなかったのだろうかと思ってさらに口を開こうとしたところで、ようやく彼から『分かった』という言葉が返ってきた。とても『分かった』とは言い難い顔をしていたが。

「とりあえずお前があいつに不ふ埒らちな真似をされてなければいいんだ」

「そんなまさか。カリブマン副官がこれ以上自分の脇腹を痛めるようなことはしませんよ。それにこの私にそんな事をする人がいるとは思えませんし」

　ふふふ、と笑ってユーリの言葉を否定すれば、また難しい顔をされた。

「男に危機感を持って損はないぞ」

「え？　あ、はい」

　一応心配してくれたのだろう。こんなのでも女の端くれと見て紳士な彼はちゃんと忠告をしてくれる。優しい人だ。その優しさが今自分に向けられていることが嬉しい。

「団長、先ほどの訓練をしていた彼」

「ん？　あぁ、セルダンの事か？」

「はい。彼の話をカリブマン副官から先ほどお聞きしたのですが」

「あいつ、また勝手にぺらぺらと」

「はい。いろいろお聞きしました。本当、いろいろと」

　セルダンの事だけではない。今まで知りえなかったユーリの過去も聞いたのだが、それは本人には言わない方がいいだろう。またカリブマンが怒られたら可哀想だ。

「彼は入団試験の時、皆に反対されたと聞きました。その反対を押し切り団長が入団を許可したことも」

「まぁな。あいつ剣を持つだけで腕をプルプルさせるくらいひ弱だったよ。今ではだいぶ筋肉もついてマシになってきたが。皆が反対するのも無理はないとは思った」

「それでも彼を取ったのは、彼の中に可能性を見出したから、でしょう？」

「……そうだな」

　ユーリが照れくさそうに笑う。

　周りに認められなくともユーリはセルダンの事をしっかりと認め、仲間として信頼しているのだ。彼なら出来る、セルダンならばちゃんと成果を出すのだと信じ、ユーリはあのように笑って答えた。

　それが酷く羨ましい。笑う顔を見て自分がセルダンに嫉妬にも似た感情を抱いている事に気が付いた。

「彼のどこにその可能性を見出したのでしょうか？　団長がそれでもセルダンさんを信じようと思った理由とかあるんですか？」

「理由、か……」

　改めてユーリはリンジーの問いについて考え込んだ。目線を上に向けて唸りながら。そして目線を戻してリンジーを見やる。

「あいつな、実家が学者もしくは医者の家系だったらしくて、昔から勉強を頑張ってきたんだ。けど不意に別の道にも自分にはあるんじゃないかって思い始めて、思い切って家族にそれを打ち明けたら笑って否定されたらしい。『万が一にもお前が他の道を歩むなど不可能だ』と。それで家を飛び出してその勢いで入団試験を受けたんだ。『自分にも可能性があるってことを見せてやる』ってな。まぁ、俺はその話を聞いてそれに手を貸そうと思っただけだ。可能性を見出したっていうのなら、そうだな、あいつのその漲るやる気ってやつにかな。……俺も、どんな奴にだって小さくとも可能性はそこにあるんだって信じてみたかったからな」

　セルダンの中にもあった小さな光。誰もが見捨てるそれをユーリは潰えないように拾いここまで育ててきた。大事に、時には厳しく。それはいつか大きく実らせると信じていたからだろう。だからセルダンもそれに応えた。信じる人がそこにいて共に頑張ってくれるからこそ、あそこまで成長できたのだ。

　リンジーにもリンジーを応援してくれる人がいる。カリブマンもそうだし、仕事を教えてくれたノールグエストだってそうだろう。

　敵も多い。けれども、誰かがリンジーの中の可能性という光を信じてくれると思うだけで、セルダンと同じように立ち上がれる。踏ん張って唇を噛み締めて大地を蹴って。更に高みに昇るために涙を拭う。何者にも潰されない屈強な人間になるのだと心に誓って。それは皆が歩んだ道。目の前のこの人も、誰かに信じてもらい応援されてここまで来たのだろう。

　そして今リンジーの背中を優しく押してくれている。あの東屋で声をかけてくれて道を指し示してくれた。お前にはこんなにも光が秘められているのだと。

「団長」

「ん？」

　ユーリが優しい声でリンジーの言葉に返事を返す。耳を傾け話を懸命に聞こうとしてくれる。

　ああ、顔がにやけそうだ。たったそれだけの事なのに、この顔はだらしなくも緩みそうになる。嬉しい、嬉しいのだと全身で表現したくなる。

「私、あの日団長に話を聞いてもらって、随分と気持ちが楽になったんです。仕事がしやすくなった気がします」

「そうか。それはよかったな。あんな感じでよければいつだって話は聞くぞ」

「ありがとうございます。まだまだ越えなくてはいけない壁はありますけど、でもあの時団長がああ言ってくださった事、本当に感謝しています。これからの私の大きな糧です。支えです」

　そしてこの恋心も、いつかは自分の支えに。

　この叶いそうもない身の程知らずな恋が目の前に鎮座してしまった今、それを隠し仕事に徹すると決めている。

　今はその未熟さゆえに振り回されたりもしてしまうが、いつかはプライベートでは無理でも仕事上では彼の横に並べる様な存在になりたいと思っている。だからこそユーリの前ではスマートでいたいし、ちゃんと仕事をこなせる女になりたい。

　頼り頼られ、信頼される様な関係にいつかはなっていければ、きっとこの恋も無駄になる事なく昇華する事が出来るようになる。ただ棄てられる恋ではない。この恋心ですらも仕事の糧にしていくのだ。




　──強かであれ。女であるからこそ強かであれ

　以前母に無理矢理読まされた恋愛小説の一文を思い出す。その小説のヒロインは他者に踏みつけられ傷付けられ他の男に懸想され貞操の危機にさらされても、一途にヒーローを思いそしてヒーローをはじめいろんな人たちに支えられ毅き然ぜんと立ち上がる強い女性だった。そのヒロインの祖母が彼女にそう告げるのだ。その祖母もまた過去、悲運に見舞われるも強く生きた人だった。

　そして、祖母のセリフはこう続く。

　──そうやって何者にも手折られない大輪の華を咲かせたその時、お前は誰よりも美しく気高い人間になる




　リンジーのその花は今はまだ蕾。

　けれども、その花弁は徐々に、でも確実に綻び始めている。







「モルギュスト次官、合同訓練の費用一覧の決裁をいただきたいのですが」

　後日、再びモルギュストの前に立ち資料を差し出す。毛虫のような眉を寄せてこちらを見る彼は面倒だと言いたげな顔をしていた。

「ウォルスノー……、私は前言ったはずだ。そんな無駄なものには許可はやれんと」

　低い濁声がそれを突っぱね、モルギュスト自身もそっぽを向き無駄だとばかりに全身で決裁を拒否する。机を大きな音を立てて威嚇することも忘れずに。煩いほどに職場内にその音が響く。

　けれども以前のように怖くはなかった。思考が止まったりもすることもない。ちゃんと事前準備をして話すことも順序立てて決めてきたし、アドリブもきくように合同訓練に関しての知識は貪欲なまでにこの頭の中に仕込んできた。問題はない。落とせる、モルギュストを。

　──自信持て

　ユーリの言葉が頭の中に甦る。

　それを合図にしてリンジーの戦いは始まった。

「ですが次官、予算は適正に使われるべきでは？　余剰があっても過剰であってもいけない。そうですよね？」

「そ、それはそうだが、けれども無駄を省くのも我々の大事な仕事だ！」

「次官は無駄だ無駄だと仰いますが、果たしてそうでしょうか。合同訓練が何故あのゼリオン平原でなされるかご存知ですか？　もちろんご存知ですよね？　その上で必要ないと仰っているのでしょうから」

「も、もちろんだ！　そんなもの新米のお前に言われなくとも、知っているに決まっている」

　とは言いつつも、あの光り輝く頭からきらりと光る汗を垂れ流し始めている。おもむろにハンカチを取り出しそっと拭いてみせるも、彼が口ほどにもその知識がない事は今ので明白になった。

「ゼリオン平原は王都防衛においても重要な地点です。敵が王都陥落のために陣営を張るとしたらあそこでまず間違いはないでしょう。ゼリオン平原を守ることがすなわち王都を守ることに繋がるのです。だからこそあそこで実戦に近い訓練を四半期に一度行います。狭い訓練場ではなく、実地での勘を鈍らせないようにわざわざあそこまで出向いて」

「だが、四半期に一度などそんな多くする必要は……」

「まずは私の話をお聞き願いますか？　次官。私もなにぶん次官に自分の考えをお伝えするのに緊張をしておりますので、途中で口出しをされるとうまく伝えることができないかもしれません。ご意見は後程頂戴いたします。ですから今は何卒この新米の懸命に調べた結果をその広いお心でお聞きください。お時間は多少いただきますが『無駄だった』とは言わせません」

　余計な口を挟ませないように牽制をかける。するとモルギュストはその勢いに押されたかのように身を竦めた。

　さて、最初の掴みは上々。話の勢いはこちらが握った。後は彼にどう『参った』と言わせるかだ。

「では、次官。こちらの資料に目を通しながらお聞きください。　今度は破らないようにお願いいたします」







　この手の中にある許可印が堂々と押された費用一覧を眺めながら、リンジーはその判子を押された個所を指でなぞった。

「あー、分かった分かった。もういい。許可してやる。判子を押せばいいのだろう。……ったく」

　その言葉をモルギュストから引き出したのはリンジーが言いたかったことを三分の二程言い終わってからだ。途中何度もモルギュストが口を挟みそうになるのを制止してとりあえず自分の話を聞けという態度を貫き通し話し続けていたら、ついに彼が白旗を上げた。それは随分と投げやりにだったが、それでも最後まで資料は破られることもなくしかも判子も貰えた。それだけで結果は万々歳。自分に褒美をあげたくなった。

　これで堂々とユーリとシュゼットにこの資料を持って行ける。ようやく先に進むことが出来るのだ、合同訓練もそしてリンジー自身も。

　誇らしかった。また一歩前進できた事が。また強かになれた事が。振り回されもしたけれど、やはりこの恋が自分に力を与えてくれた事が。

（女であるからこそ強かであれ、か……）

　踏みつけられても傷付けられても、信じてくれる人がいれば人はどこまでも強くなれる。

　その言葉を噛み締め、リンジーは勝利の笑みを零した。







　次の日、最終チェックを終えてさっそくグロウスノアとサンドリオンに費用一覧を持って行った。

　シュゼットは許可をもぎ取った事を大いに喜んでくれた。『よくやった。よく頑張った』と我が子を褒めるように抱きしめながら、はたまた『あの太っちょ狸相手によく挫けなかったね』と労わるように。それは副官や事務官が止めても続けられた。




　次にグロウスノアへと向かい、目の前の大きな扉をノックした。

　以前はユーリと顔を合わせると思うだけで緊張してこの扉をノックすることさえ躊躇したものだが今はもうそんな事はない。顔はもう完璧に作れるようになった。ユーリを目の前にしても平静に冷静にいられる仕事モードの自分を保つことが出来る。

　もちろんこの恋心が小さくなったわけではない。いまだ絶賛成長中。止まることを知らないほどだ。けれどもこの恋との付き合い方を覚えた。共存していき、そして自分の中で大事に心の奥の方に見えないように隠しておくのだ。もう恋をしなければよかったなど、そんな可哀想なことは思いはしない。この恋が実ることがなくてもいつかは諦めなければいけないものだとしても今は、今だけはそっと静かに想わせてほしい。それだけでこの心が勇気づけられる。




「失礼します」

　扉を開ければ、脇腹を抱えながら大きな声で笑うカリブマンの姿が。

　そして、その奥には……

「団長」

　優しく迎えてくれるユーリがいる。愛おしいその人が。




　恒久的に続くかと思われたその小さく閉じこもった世界があの日ユーリによって壊された。そしてまた新たな世界へと生まれ変わる。

　その新たな世界には所狭しと綺麗な花が並んであり、今にもその蕾を咲かそうとしていた。




　また一つ、綺麗な大華が生まれる。







　　◆◆◆







『カリブマンっ!!　そこで何をしている!!』




　何故自分はあんな事を叫んでしまったのだろう。

　ユーリはあの時の自分の失態を思い出し内心悶絶した。今はこの爆発しそうな感情をペンを強く握る事で耐えてはいるが、出来る事なら頭を抱えてのた打ち回りたい。赦されるのであればこのまま剣を持って訓練場に赴き素振りをしたい気分だ。けれども今は溜まりに溜まった事務作業の消化中でありその上同じ部屋にはカリブマンもいる。そんな事をすればもちろんからかわれる事は間違いないだろうし、これ以上あの男に自分を弄ぶ機会を与えてはいけない。




　あの後、リンジーと少し話をして団長執務室に帰ってみれば、カリブマンは自分の顔を見るなり大爆笑をし始めた。脇腹が押さえ『痛い痛い』と身体を蹲らせながらもそれでも笑いを止める事が出来ずにいた彼の姿を見て、いっその事殺せと羞恥で腰に佩いた剣を引き抜きたくなった。おそらくその時自分の顔は殺気立っていただろうし、真っ赤にもなっていただろう。

『いやぁ、いい手土産になりました。礼を言いますぞ』

　と、本気なのかはたまたからかっているだけなのかよく分からない言葉を最後に告げられて、二度とこの男の前ではあんな無様な姿は見せまいと心に誓ったばかりだった。こいつの手のひらの上でこれ以上踊って堪るかと。

　団長としての威厳も損なわれるし、何よりカリブマンに『青臭い』と馬鹿にされるのは癪に障る。いつまでもお前は未熟者だと言われている様な気がしてならない。

　しかし、何故自分はあんなにも苛立って声を荒げたのだろうと改めて考える。あれは自分でもらしくないと思えるほどの失態であったと。

　最初はリンジーがカリブマンと二人でバルコニーに立ちこちらを見ていた事に、珍しい組み合わせだなと不思議に思っていただけだった。もしかして自分に用があって来たが執務室に不在で、カリブマンがわざわざ居場所を教えてくれているのだろうかと軽く考え、そうであったのならば後で礼を言っておかなければとセルダンに指示をしながら漠然と思っていたのだ。

　ところが随分と時間が経っても二人はそこから動かない。正確にはカリブマンがリンジーの隣から退かないのだ。二人肩を並べて話に花を咲かせ、時折カリブマンのあの遠くからでも居場所が分かると評判の高笑いが聞こえてくる。だんだんとその笑い声が耳に障ると思い始めたのがこの苛立ちのきっかけだったのかもしれない。

　次に二人を見た時には、何とリンジーがカリブマンの手を握り締めているではないか。

　目を剥いて動揺した。

　その場面を見てしまったのがちょうど剣を振り上げた時だったので、おかげでついセルダンに思った以上の力で打ち込んでしまった。幸い彼は自分の剣でそれを受け止めたので大事には至らなかったものの、木の模造剣に大きなひびが入ってしまっていた。

　セルダンに謝りながらも、ユーリの頭の中はバルコニーの二人でいっぱいだ。

　何故あんな風に手を握り締めたのか。何故嬉しそうな顔をカリブマンに向けているのか。そもそも二人で何を話しているのか。気にし出しはじめたら際限がなくなってきた。何故、何故、とそればかりが頭の中でぐるぐると渦巻く。

『団長！　次お願いします！』

『あ、あぁ』

　ダメだ。今は目の前の事に集中しなければ、無理矢理に意識をこちらに戻した。訓練とは言え怪我をする事もありうるこの状況で集中を欠く事はあってはならない。特に部下を相手にしている今なら尚の事、見本となるべき団長が隙を見せてやすやすと倒されるなどそんな無様な姿は見せる事は出来るはずがない。

（落ち着け。あれは何か知らないがとりあえず何かあったんだ。何かがあってああなって何かがあって手をぎゅっと握るような事があって、でも手を握るような事とは何だ！　何をどうしたら手を握るような事態になる！　握手か？　いや、長い！　長すぎる！）

　とは思えども全然集中など出来ず、意識はずっとバルコニーに向けられたままだ。斬りかかってくるセルダンの剣戟を何なくいなしはするものの、これでは指導という面では不十分になってしまう。

『軸足がぶれているぞ、セルダン。受け流されて体勢が崩れないようにしっかりと踏ん張れ』

『はいっ！』

『だが、だんだんと体幹がしっかりとしてきた。毎日自主トレーニングを続けてきた成果だな。これからもしっかりと続けていけよ。じゃあ今日はこれで終わりにする。お疲れ』

『え？　でも……』

『どうした？』

『……いえ！　ありがとうございました！』

　セルダンが何かを言いかけたが、すぐに思い直したかのように姿勢を正して礼を取る。その態度が少し気になったが、そろそろ時間だし次の予定も詰まっている事だしちょうどいいからここで終了しただけ、と自分に言い訳をして早々にセルダンとの訓練を切り上げた。

　訓練に付き合ってくれていたレグルスが『次は俺と手合わせしてくださいよぉ』と誘いをかけてきたがまた今度と断り、使った模造剣を所定の場所に戻して再度バルコニーに視線を向ける。そして、ユーリは今度こそ目が零れ落ちたと思った。

　リンジーがカリブマンと抱き合っている。

　若干遠目ではあるもののそう見える。いや、そうにしか見えない。

　少し身体を屈めたカリブマンの胸にリンジーが身体を預け、彼もリンジーの方を手で支えもう片方の手は繋がれたままになっている。それだけならば百歩譲って倒れかけたリンジーをカリブマンが支えたと見えなくはないが、だとしたら二人顔を見合せたままそこから動かない理由は何だ。ただそれだけならばそんな長い間見つめ合う必要などどこにもないではないか。

　ユーリはその光景に見入り、小さく息を飲む。

　もし、もしだ。カリブマンがリンジーに仕事の話をすると見せかけて不埒な真似でもしでかしていたら。あの男が公の場であるにもかかわらず彼女を口説いているのだとしたら。つい一昨日妻に浮気を疑われて骨にひびを入れられた男だ。そういう可能性だってあり得るかもしれない。

　助けてあげなければいけないだろう。いやいやその前に、奴の上司として勤務中に油を売っている部下を注意するのは当然の事だ。リンジーに迷惑がかかる前に活を入れなければいけない。早く、早く彼女をあの男から引き離さなければ。急く心がユーリの足を速めた。

　そして、バルコニーの真下に着いて睨みつけながら大きく息を吸い込んで叫んだのだ。




　結局それはユーリの早とちりで、カリブマンの言う通り彼はリンジーに不埒な真似もしてなければ口説いてもいなかった。どうやら昔話と異動の話に花が咲いて盛り上がり、そこで調子に乗ったカリブマンが脇腹を痛めて悶絶、リンジーが心配をして支えていたという事だったらしい。その事実はリンジーにも確認している。

　誤解だった。後から冷静に考えてみれば分かる事も多い。いろいろと頭の中で言い訳を繰り返し自分の言動を正当化していたために、真実が曇って見えていただけだったのかもしれない。今考えれば恥ずかしい事ばかりだ。あれはカリブマンに笑われても致し方がない事だった。腹はかなり立つが。

　だがそれくらいにあの時のユーリは理性や自制というものがなくなっていた。

　ここ最近はとみにそう思う事が多くなった気がする。

　どこかおかしい。いつもの自分らしくないと。

　そしてそれはリンジーが関わった時に顕著に現れる現象である事が分かって、さらにユーリを困惑させた。




　リンジーと言えば思い出されるのはあの東屋での出来事。彼女の涙を見て衝撃を受け、そして今までに感じた事のない感情が自分の中に湧き起こったあの日から、この情緒不安定とも言える言動が始まった気がする。

　彼女を目の前にすると落ち着かなくなることから始まり、けれどももっと話していたいという矛盾した気持ちを抱えたり、他の人間と話しているのを見ているとつまらないと感じたりする事がある。横顔を見てこっちを向かないかと思う事は常になり、ふとした時に触れてみたいと手を出しかける時もあった。重症だ。ともすれば気味の悪い男に見られるかもしれない。

　他の女性にもそういう気持ちになるのかと一度試しに誘われるがままに一緒に街に赴いたことがあったが、何の感情も湧いては来なかった。いつも通りユーリは冷静にいられたし、その女性が他の男と話をする姿を見ても苛々したり焦りを覚えることはない。途中でこんな事に付き合わせることに罪悪感を覚え早々にデートを切り上げたが、別れる時も寂しさを感じる事は決してなかった。

　つまりはリンジーだけがユーリの心を揺さぶる。掻き乱して訳が分からなくさせるのだ。

　この感情に名前を付けるとしたら何だろう。

　漠然としたものは分かる。きっと自分はリンジーに他の女性とは違った好意を持ち始めているのだと。特別な感情がそこにはあって、それはユーリが今まで遭遇した事もないものだと理解は出来た。けれども、詳しく名前を付けるとなった時に行き詰まる。果たしてこれはどういう部類の好意なのだろうと。

　今日もそうだ。リンジーの顔を思い出してはそれが何なのか結論を出そうとするも、結局すっきりしない思いをして終わる。

　心のどこかで引っ掛かりを覚えて釈然としない。その時ちらちらと垣間見る影が存在感を大きくして、いつもユーリの心に歯止めを掛けにかかるのだ。




（ダメだ。素振りがしたい）

　訓練場で剣を振ってこのざわめく心を落ち着かせたい。腕がもげるまで手のひらの皮が剥けてしまうまで。いろいろと集中できない時にはこれに限る。

　よし、そうしよう！　と心に決めて手に持っていたペンを置き椅子から立ち上がると、カリブマンが『おや？』という顔をしてこちらを見た。

「出かけてくる」

　言葉少なにそう言って執務室からさっさと出て行った。







　今日の午後はサンドリオンが訓練をしており、訓練場に向かう途中で赤い団服の人間と何度もすれ違った。おそらくこの時間なら残っているものはほとんどおらず、気兼ねなく剣を振う事が出来るだろう。訓練は模造剣でやるが、こういう個人的に剣を振う時は真剣でやった方が身に入る。だからいつも出来る事なら他人に配慮する必要もなく一人で振うことの出来る時間帯を選んでいた。

　さて、どれほどの人間が残っているかと訓練場を見渡せば、こちらに向かってくる赤の服の集団の中に小さく黒い人影を見つけた。奥の隅の方、黒い服のグロウスノアの団員が一人、そしてもう一人サンドリオンの団員がいて二人で手合わせをしていた。ユーリはふむ、と頭を掻いた。

　一人はセルダンだ。今日は午前中にも通常の訓練に加えて個人的な訓練もこなしたというのに、また訓練場に繰り出している。自主トレーニングを怠るなと散々言ってきたのは自分だし、技術の上達を狙って真面目に取り組むのは喜ばしい事なのだが、ちゃんと休憩を取れているのだろうかと心配になる。

　もう一人はエリン・ララリィ。彼女もまたサンドリオンの団員ながらセルダンの成長を手助けする仲間の一人だ。

　エリンはセルダンと同期で、入団試験の時に行った模擬戦の相手だった。実家が騎士の家系で弓を得意としているが剣も嗜たしなんでおり、こうやって時折セルダンの相手をしている。セルダンの入団について物議を醸した時にユーリ以外に彼の入団に賛成したのは彼女だけで、普段は団が違うのであまり訓練に付き合ったりは出来ないが彼の大きな味方でもあった。

　セルダンがエリンに真上から剣を振りかざしそのまま真っ直ぐ叩き落とす。エリンは剣でそれを横に軽く受け流した。彼の攻撃は馬鹿正直すぎるせいか読まれやすい。エリンにとって真正面から来る攻撃はいなしやすかっただろう。

　力は鍛錬のお陰かセルダンの方が若干上回るようになったが、技術はエリンの方があるのでやすやすと躱される。まずはあのひ弱な身体に筋肉をつけて存分に力を出せるようにする事を目標としていたので、致し方ない。今のところはまずまずの成長といったところ。次は技術面の向上を計る予定だ。

　攻撃をかわされたセルダンは自分の勢いを止める事が出来ずに、そのままエリンの横でたたらを踏む。エリンは身体を翻しそのまま彼の背中に回し蹴りを喰らわせて、セルダンを倒した。地面に顔から崩れ落ちた彼は、直ぐに体勢を立て直そうとするも首元に剣の切っ先を当てられてそれ以上身動きを取る事が出来ず、その瞬間セルダンの敗北が決定した。

「私の勝ち」

　エリンが得意気に勝利宣言をすると、セルダンの顔が歪む。

　悔しいのだろう。入団以来ずっと血が滲むような努力をし続けているが、一度も彼女に勝てたためしはない。それどころか一撃も喰らわせる事も出来ないのだ。

「でも、そうね……、あんたの剣、随分と重くなった。お陰で危うく受け流し損ねそうになったわよ」

「負けたら意味ない」

「それは、ね。でも、一歩ずつ前進している事は素直に喜んでいいんじゃない？　でしょう？　ダンクレスト団長」

　訓練場の塀に背をもたれかけて二人の様子を見ていたユーリにエリンは声をかける。それに『そうだな』と答えて、項垂れるセルダンの近くに立った。

「セルダン」

　名を一度呼ぶと弾かれたかのようにこちらを見る彼の瞳には、闘争心のようなものが揺らめいていた。呼んだのがユーリとも気が付かず、鋭い視線をこちらに向けてくる。

「あ……、団長」

　ようやく相手がユーリだと気が付いてその鋭さが削げ落ち、いつものセルダンに戻った。先ほどまで彼を覆っていた鬼気迫った様な空気もどこにもない。

「お前が思っている以上の力がついているよ。確かに結果は残せてはいないが、今はそれが重要じゃない。お前が着実に成長している事が大事なんだ」

　そうフォローを入れるものの、セルダンの表情は優れない。それだけじゃ足りないとばかりに悔しそうに唇を噛みまたそっと俯く。その様子にここの所感じていた彼の変化の予感を確信に変えた。

　彼は元々スタート地点が皆よりも遥かに遠い所から始まった事に焦りを感じてはいたが、それでもマイペースに自分の限界を見極めて動く事が出来た。限界値を超えて倒れたりなどしたらそれこそ迷惑がかかるし、休んだ分だけ遅れると分かっていたからだ。

　けれども最近のセルダンは今までにない程の焦りを感じている。いくら訓練してもし足りないと言わんばかりに我武者羅に剣を振い、基礎トレーニングをこなし、毎日ぶっ倒れる寸前までに自分の身体を追いやる事が多いのだ。何かに急かされるように。

　ただむやみやたらと身体を動かせばいいわけではない。それは彼にも言ってきたしそれを分かっているものと思っていたが、どうやらそういう基本的な事すらも頭からすっぽ抜ける事が彼の中では起こっているらしい。そろそろオーバーワーク寸前、身体づくりの途中の彼には是非ともそこを見極めて貰いたいものだが、そういう自覚すらないのかもしれない。

「あの団長、いらっしゃって早々で申し訳ないのですが、私はこれで失礼します。この後予定がありまして」

「気にするな、ララリィ。ありがとうな」

「いえ。……セルダン、またね」

「うん」

　そう言ってエリンはお辞儀をし、その場から去って行く。その後ろ姿をセルダンはじぃっと見つめて、そして彼女が騎士団本部の中に入って行ってその姿が見えなくなった途端に大きな溜息を吐いた。

「最近、焦りが見えるが……、自覚はあるか？」

　彼のつむじを見ながらそう聞くと彼はちらりとユーリの顔を見やり、そして下唇を突き出して俯いた。どうやら自覚はしっかりとしているらしい。その拗ねた様な様子にユーリは苦笑をする。

「最初に言ったはずだ。強さを手に入れるためには時間と労力が必要だと。多少の無理は必要だが無茶はする必要はない。焦りは無茶を生むぞ、と。お前の良さは自分を客観的に見れる所だ。でも、それが出来ないほどの事がお前の中で起こっている。違うか？」

　彼は純粋だ。己の弱さを自覚しそして恥じ、その上で与えられるものを疑うことなく吸収する。

　ユーリが言う事に疑いを持つ事なく、必ず食事は他の団員よりも多く取れと言われたら胃袋の小さかった彼は吐くまで食べ続けたし、走り込みもどれだけ遅くてもいいから最後までやり遂げろと言われれば途中で倒れようとも這ってでもゴールをした。他の団員に揶揄されて虐めに遭った事もあるが決してそれには屈することなく、逆に正々堂々と皆の前で奴らに戦いを挑んだ事もある。もちろん私闘の類は一切禁止なので、ユーリの監視下で正式な果たし合いという事で決着をつけさせたが。結果は生憎セルダンの負けで終わったが、それ以来彼を虐めようとする者はいなくなった。

　それくらい努力家でどんな困難にも真正面から立ち向かう彼が、その内に密かに抱えるもの。それが何なのかは分からないが、でも確実に彼の剣や心に影響を与えている。

「俺に話してはみないか？」

　誰かに言って解決するものならばそうした方がいい。まだまだ彼の道のりは長い。他の団員達と同等に渡り合えるまでには時間が必要だし、そんなに簡単なものでもない。ただ焦ってくれるなと言ってもそれも無理な話だろう。根本的な解決が望めるのであれば今しておきたい。

　そんなユーリの思惑を汲み取ったのかそれともセルダン自身が元々それを望んでいたのか、彼はおもむろに立ちあがり真っ直ぐにこちらを見据えてきた。時折伏し目がちになってどこか言いにくそうにしながらもそれでも話してくれた。

「あの、俺……、目標があって、それで今まで必死に訓練していて」

「ああ、そうだな」

「ひとつは団長と約束したように、他の皆と同じように戦えるようになるまでになる事。でも、俺実はもうひとつ目標があって……」

　セルダンの手がぎゅっと握りしめられていた。勇気を奮い立たせているように、強くぎゅっと。それを見て、ああ、これは一世一代の告白にも似た気持ちで話しているんだなと、その心を知る。

「俺、エリンに勝ったらあいつに好きだって言おうって決めているんです」

　顔を赤くして告げられたそれは、ユーリの予想とは全く違ったものだった。

（こいつ、ララリィが好きだったのか……）

　そもそも彼の気持ちにすら気がついてもいなかったユーリは、ただ目を丸くして頬を染めるセルダンを見下ろした。

　元よりユーリがそういう事に関しては興味がなかったので気付きにくかったという理由もあるかもしれない。けれどもこうやって手合わせをしたり二人で話している様子をよく見たりしていても、そんな素振りや雰囲気を感じたりする事はなかった。てっきり仲間として仲が良いとばかり思っていたのだが、男女の仲というのは本当にどう転ぶかわからないものだ。意外だと思いながらユーリは『そうか』と大きく頷いた。

「でも、最近エリンが結構野郎どもに人気だって聞いてショックを受けて……」

　なるほど、どうやらこれも自分は知らなかったらしい。自分はまだまだ団員からの信頼を得てはいないし、敬遠されている。仕事上の情報は入っても、こういう個人的な事まではさすがにこの耳には届かない。どれほど団内で色恋沙汰が起こっているのかは知らないが、これはまさに寝耳に水。そういう事情にとことん疎い事に改めて気付き、反省をした。

「それで焦っていたのか？　早く勝って告白しなければ、と」

「……はい」

　うーん、と腕を組みながらユーリは考え込む。何かアドバイスをと思っていたが、どうやらアドバイスをしたところでどうにかなるような問題でもなさそうだ。そんな一朝一夕で強くなれるのであれば誰も苦労はしないし、エリンに勝つという所だけに特化した策を授ける事も出来るが、でも彼はそれを喜んだりはしないだろう。自分の実力ではないと突っぱねるのは目に見えていた。

　それに恋愛相談は不得手だ。そもそも恋愛というものをしたことがないユーリに役立ちそうな事など言えるわけがない。

　ここは『男』としてではなく『団長』として言葉を述べる方が無難か、と組んだ腕を解いた。

「焦っても仕方がない、と言ったら冷たく聞こえるかもしれないが、でもそこは割り切るしかないだろう。お前がお前自身に課したものだろう？　その『ララリィに勝ったら』という部分は。もしそれがお前の邪魔をするのであればそういう事に拘らずに今すぐにその気持ちを伝えるのも手じゃないのか？」

「でも！　でも、俺……、自信がないです。こんなエリンより弱くて男としての魅力が何一つない俺が告白した所で良い返事を貰えるとは思えない。それより何より、俺が中途半端な状態で色恋に現を抜かしているって知ったら、あいつ『ふざけんな』って殴ると思うんですよね。だから、そこんとこはしっかりとしておきたくて……」

「そう思うならばやはり根気強く地道にやるしかないだろう。割り切れ。無理矢理にでも」

　酷な事を言っているのは分かっている。けれども今彼が抱えているのは他人ではどうにも出来ないもので、自分で解決すべき問題だ。今はつらくとも、歯痒くとも。じっと耐える事も時には必要だ、とユーリはセルダンに説いた。

　するとセルダンは泣きそうな顔でこちらを見て、ついに弱音を溢した。

「団長、俺、どうして騎士団に入るまで運動ひとつしてこなかったんでしょう。勉強ばっかりで今じゃ何にも役には立たない。エリンを好きになってそればっかり考える」

　いつも前向きだった彼がここまで後ろ向きになるくらいに現状や彼女への恋に参っているらしい。しょんぼりとした顔で項垂れるセルダンを見て、ユーリは彼の肩に手を置く。

「行き詰まった時人は過去を後悔するものだ。けれどもその大抵が自分を追い詰めるものにしかならない。後悔をするなとは言わない。けれどもそれに囚われるのはダメだ。過去の自分を恥じたりするな」

　俯く彼に叱咤激励の言葉をかける。

　一方で頭のどこかで自分のその言葉を白々しく感じている自分がいた。過去に囚われるな？　過去の自分を恥じるな？　どの口が言う。自分が一番過去を恥じていると言うのに。言うだけなら簡単だ。それを実行に移すのも難しい事も身をもって知っている。だからこそ彼には乗り越えて貰いたい……、などというのはユーリのエゴだ。

「それにな、お前を情報収集を担う八番隊に入れたのは、その長年培われた知識が存分に発揮できると思ったからだ。身体だけじゃない、騎士団は時には頭の良さも求められるからな。それはお前の強みであって、恥ずべき点では決してないさ」

「……はい」

　これで少しは気持ちを切り替える事が出来ればいいが。こういう時ノールグエストのように気の利いたセリフが言えればいいが、如何せん色恋とは距離を置いていた身だ。実のあるアドバイスなど出来ようもなく、セルダンもまたどこかすっきりしない顔をしている。強引に説き伏せるかのような事しか出来ない自分に歯痒さを感じ、ユーリもまた肩を落とす。




「なら団長、教えてください。自制の仕方を」

　バッと顔を上げてセルダンはこちらに縋るような眼を向けてくる。その真剣な眼差しにようやくいつもの彼が戻ってきたとユーリは喜び、大きく頷いた。

「俺、どうしてもエリンが他の男と話していると物凄い嫌な気持ちになるんです。こう、何と言うか苛々するって言うか腹の中がむかむかするって言うか。喋っているだけで苛立つなんて小さい男だとお思いでしょうが、騎士団という男所帯に身を置いている彼女だからこそその危機感のなさや危うさが俺には気にかかる。だからこそ嫌なんだ。俺以外の男がエリンの側にいてエリンに触れて笑いかけるのが。逆にエリンがそいつに同じ事をしても嫌だ。その場にすっ飛んで行ってエリンからその男を引っぺがしてどっかに連れ去ってしまいたいって思っちゃうんです。エリンが他の男に取られちゃうんじゃないかってそればっかり考えて焦る。苛立ちや不安を収める事が出来ない、なりふり構わずこの気持ちを爆発させたくなる。そんな時どうすればいいんでしょうか？　どうこの気持ちを制御すればいいんですか？　団長、俺はどうしたらいいんでしょう」

　セルダンが捲し立てるように思いのたけをユーリにぶつけてくる。激流のように、どっと押し寄せるように。ユーリはその奔流に飲み込まれて茫然と佇んだ。

『どうしたらいいんでしょう』。そう聞かれてもユーリはその答えを持ち合わせていなかった。彼の気持ちは痛い程に分かるのだ。他の男と話していたり仲良さそうにしているだけで腹が立ったり不安になるところや、あまり男に対して警戒心がなくてこっちの方がハラハラするというところ。引っぺがしたくなると言ったところなどは特に。

　ユーリにも身に覚えがある感情だ。つい最近。本当、聞いていて身につまされる思いになる。

「そう、だなぁ……」

　一応考える振りはしてみるものの、答えなど出るはずがない。自制の仕方など教えられるわけもなく、かと言って上手い切り返しも思い付かずにただひたすらうんうん唸った。

　ユーリだって知りたい、その自制の仕方を。知れるものなら知りたいし、誰か教えてくれとも思う。

　それに今重要な事に気が付いてしまった。セルダンにアドバイスどころの話ではなくなってきている。

　セルダンがエリンに向けているその想いが恋愛感情で、その恋愛感情からそのように思ってしまうのであれば、果たして同じような思いをリンジーに向けているユーリのこの感情は一体何なのだろうか、と。もしかしてセルダンと同じようにそれは、それは……。

　ごくりと息を飲む。今自分の身に一生起きるとは思わなかった事態が起こっているその可能性に、ユーリは戸惑いを隠す事は出来なかった。

「団長！　どうしましょう？」

　セルダンが目を輝かせながら答えを求めてくる。

　ユーリはそれを見て小さく頬を引き攣らせながら、ぐるぐると頭が混乱する中考えた。

「えっと……、す、素振りでもすればいいんじゃないか？」

　苦し紛れに出した答えに、ひやりと背筋に汗を掻いた。馬鹿じゃないのか自分は、と心の中で何度も罵倒する。知らないなら知らないなりにもう少し気の利いた事が言えただろうに、何故素振りなどと口走ってしまったのか。

「わ、分かりました！　素振りですね！」

（……ごめん、セルダン）

　ユーリの言葉を素直に実行しようとする彼の真剣な姿を見ながら、罪悪感で居た堪れなくなった。










「乾杯！　いやぁ、もう何に対して乾杯かはわからないけれどとりあえず乾杯！　今日ユーリと飲めることに乾杯！」

　ビールジョッキを片手に、もう何度目になるかは分からない乾杯をノールグエストがしてくる。それに付き合わないと怒られることが分かっているユーリもジョッキを上げてみるが、まったくその心は乾杯どころの話ではない。特に理由がなければ無理にする必要がないのにとは思うものの、久しぶりにこうやって仕事終わりに飲むことに何かしらのめでたさを見出したいのだろう。そのくらいに最近の彼は新たな仕事を覚えたり前の仕事の引き継ぎをリンジーにしたりと忙しかった。馬鹿みたいに騒いで憂さ晴らしをしたいのかもしれない。




　セルダンとの話の後罪悪感に駆られたユーリは素振りなど出来るはずもなく、そのまま執務室へと帰って仕事もそこそこに帰宅の準備をし始めた。今日はもう仕事を出来る様な気分ではなかったので、とりあえず書類の山は明日処理すると宣言してさっさと執務室を出てきた次第だった。

　そこから偶然かち合ったノールグエストを捕獲して無理矢理飲みに付き合わせた。

　場所はいつもの下町の酒場、飲み物はいつものビール。ちょっとした料理とノールグエストの話を酒の肴にしていつものように日頃の鬱憤を吐き出す。

　特に今日は思い悩むこの胸の内を吐き出す事はせずとも、少し気を紛らわせたかった。




「ユーリぃ、ユーリ君よぉ。お前さんなぁんか元気なくない？」

「俺は普通だ。お前が馬鹿みたいに元気なだけだろう」

「えぇ～、そうかなぁ？　そうかなぁ？」

　ユーリの肩を組んでにやにやとした顔をするノールグエストは鬱陶しいことこの上ない。何かしら言いたいことがあるのにこうやって勿体ぶって人を試すのはこの男の嫌なところだ。

「酒もすすんでないし」

「これでも飲んでいる方だ。むしろお前は少しは自重しろ。疲れた体には酒が回るのは早いぞ」

「大丈夫！　潰れたらユーリが何とかしてくれるって俺は信じている！」

「そんなに買い被るな。俺はお前に関しては意外と容赦はないぞ」

「えぇー！　酷いっ！　酷いわ、ユーリ！」

　陽気な酔っ払いは自分勝手な事を言ってくれる。潰れた事など今まで一度もないほどに酒に強い癖にどの口が言う。

　わざとらしく声色を変えてユーリを責めるノールグエストに苛っとして、眉を寄せてねめつけた。

「酷いのはどっちだ。俺は先日の夜会に関してはいまだに根に持っているぞ」

「あー……、うん。ごめんね？」

　今更その時の事を持ち出すのも姑息な気がしたが、髭面の薄汚い格好のおっさんに可愛らしく謝られてもただ気持ち悪い。それにユーリがその事に関して怒りを持っているのも本当の事だった。

　椅子をずらして彼との距離を少し取り横目で睨み付けると、ノールグエストは今度はユーリの機嫌を取るかのように下手に出てきた。

「そんなに怒んなよぉ。俺がああいう場所が苦手だって事お前も知っているだろう？」

「ああ、そうだな。知っているからこっちは配慮してやっていたのに、お前は俺を逃げるための餌にしやがって」

「人聞きの悪い！　そんな事ねぇよ！　お前さんの方が女性の扱いに長けているだろうから、譲ってやっただけだって！」

『譲ってやっただけ』とはよく言ったものだ。自分のところにきた御令嬢をことごとくこちらに流れるように言葉巧みに誘導して、自分はさっさと逃げたくせに。

　短くはない付き合いから彼のやり口を知っているユーリはそんな誤魔化しも許さず、引き続きへそを曲げたふりをし続けた。存分に困るがいい。ユーリだってノールグエスト程ではないが、大勢の女性に囲まれるというのは得意ではないのだ。




　つい先日年に一度開かれる王妃主催の夜会に招かれたユーリとノールグエストは、正装をして参加をした。元々平民でこういう場には苦手意識を持つノールグエストは、昨年前バンギリアム伯夫人が亡くなったことで参加を余儀なくされて嫌々ながらもやってきた次第だった。

　平素は襟元を開けて着崩した官服に櫛が通ってなさそうなぼさぼさの髪、無精髭のくたびれたおっさんの彼も、さすがにあのままでは不敬に当たるのでしっかりと身形を整えてきた。

　養母が贈ってくれたという大層な刺繍が施されたジュストコールにジレを羽織り、髪には櫛を通して整髪剤で固めて見た目には好青年となったノールグエスト。それがどうやら会場の女性たちに好評だったらしく、ひっきりなしに彼とお近づきになろうとする女性たちがやってきたのだ。

　それに尻込みをした彼は卒なく相手はするものの、その表情は帰りたいと言わんばかり。そしてとうとう自分にやってきた女性たちをユーリに流すという暴挙に出たのだ。

　あの時の大変さは多少根に持ってもいいくらいのものだったとユーリは思う。なので今ノールグエストが困ったような顔を向けようともちっとも困りはしない。

　それにユーリは知っていた。口で何だかんだと言いながら、ちゃっかり押さえるべきところは押さえている事を。

「そうだよなぁ。他の女は追い払って、オリヴィエ嬢と二人だけで楽しそうにしていたもんな」

「ばっかっ！　ちげぇって！　あれは俺がどんだけ追い払っても言うこと聞かなかったんだよ！」

「どうだか。案外俺の与り知らぬところで上手くやっていたんじゃないのか？」

「だからぁ、違うんだってぇ」

　眉尻を下げて必死に言い訳をするノールグエストを見ていると、なんだか楽しくなってきた。いつもは立場が逆だ。だからか、もしくはこんな姿の彼を滅多に見ることができないからか、もっと揶揄いたくなってくる。なるほど、ノールグエストもユーリを揶揄うときはこのような気持ちだったのかと新たな発見をしたような気になった。

「あの子は確実にお前に惚れたな。良かったな。あのアウグスト伯の御令嬢なら相手としては文句のつけようもないだろう？」

　オリヴィエは彼の名門アウグスト家の末娘で、伯爵が溺愛してやまない評判の御令嬢だ。今年デビュタントとして王都にやってきて、あの夜会に参加した。

　十六歳の彼女は初々しく最初こそは随分と緊張した様子で会場の隅にいたが、ノールグエストを見た瞬間にその緊張を脱ぎ捨て一歩踏み出した。ユーリは令嬢たちに囲まれながらもその一部始終をしっかりと見ていたのだ。

　あのノールグエストを見るときの蕩けるような目、上気した頬、潤んだ瞳。その視線は彼しか追わず、他の男に声をかけられても歯牙にもかけない。だが、自分はノールグエストと話そうと躍起になっているその様子。流石に鈍いユーリでもオリヴィエがノールグエストに惚れたことは分かった。

　バンギリアム伯は爵位こそ伯爵を賜ってはいるものの、所謂貧乏貴族だ。領地もとっくの昔に手放し、あるのは爵位と貴族という身分だけ。これでオリヴィエと結婚すれば、その家名に箔をつける事は出来る。未婚の貴族男子であれば涎を垂らすほどの美味しい話だ。

「ああ、そうだな。普通ならば諸手を挙げて喜ぶ事なんだろうよ」

　だが、当のノールグエストにとってはそれが良い事とは言えないらしい。そっぽを向いて一気にビールをあおるその様子を見て、彼の顔が顰められていることに気が付いた。

「嫌なのか？」

「……嫌、ではない。多分」

　いつもの彼からすればその言葉はだいぶ歯切れが悪い。

　嫌ではないが喜ばしくもない。それが意味するところを考えて、ユーリは首を傾げた。

「会ったのはあの夜会の時の一度きりだし、短い逢瀬だったがそれほどの好意を持つことができたよ。実際、アウグスト伯の方から申し出があった場合こちらからお断りすることも出来ねぇ」

　揶揄いはしたが、まさか本当にノールグエストがオリヴィエに好意を持つとは思いもしなかった。予想だにしない言葉にユーリは一瞬固まる。意外とこの男も恋に落ちるときは刹那的なのだな、と。

「でもなぁ、どう考えたって無理だろ。俺という人間がどんなものか現実が見えた時、あの情熱が冷めないわけがないって話よ」

　けれども大きな溜息とともに出てきた彼の言葉には自嘲が含まれていた。肩をすくめておどけて見せるものの、おそらく心中複雑なのだろう。

「何せあのお嬢ちゃん小奇麗な俺の姿しか見てねぇからな。普段の俺の格好を見て幻滅するだろ？　次に俺の超庶民的な暮らしを見て自分とは価値観が合わないと逃げ出すことは間違いない」

　ノールグエストは自分の結婚を考える時はいつもそこを気にしていた。結局貴族のご令嬢を娶ったとしてもそこがネックになってしまうのではないかと。だからこそ価値観が合う格下の家か平民の女性をと考えていたし、それが最善と考えていた節がある。

「それを改善する気はないのか？　形を綺麗にするとか、使用人の一人でも雇ってみるとか」

「ねぇな。俺は俺を曲げてまで人付き合いはしない性質だ。それが結婚なら尚更。俺の性格的に我慢は将来的に破綻をきたす。なら最初から断った方がいい。それがオリヴィエ嬢のためでもあるだろ」

　十一歳でバンギリアム邸に引き取られて以来、貴族のマナーやその暮らしぶりが肌に合わずに我慢を強いられてきた彼は、養父母がいない今必要以上の無理はしない事を決めている。一見それは身勝手なようにも見えるが、それが彼なりの心の安寧の図り方なのだろう。やることはしっかりやった上でやりたくない事はしないとはっきりと言う彼に、ユーリは嫌悪感を持ったことはない。

「じゃあ、もしオリヴィエ嬢がそれでもお前がいい、生活を変えてでもお前のもとに嫁ぎたいと言い出したらどうする？　その心意気を組まずに無理だと切り捨てるつもりか？」

「まさか。そこまで言ってくれるなら俺はいつだって受け入れるよ。俺だって何の障害もなく彼女と結婚出来るのであれば願ったり叶ったりだ」

　ひひひ、とノールグエストは笑う。その目元がほんのりと赤く染まっているのを見て、彼もまんざらではないことを知る。つまりはオリヴィエの押しと覚悟次第という事か。

「もしそうなったら、少しくらいは譲歩してやれよ」

「俺ってば案外亭主関白なところがあるんだよ。面倒だっては自覚しているけど、でも俺の嫁はそれくらいの気概がないと務まらねぇって」

　そう口では大層な事を言って見せる彼の顔はどことなく嬉しそうに見える。

　ノールグエストもユーリと同じで恋愛とかそういうものとは縁遠いものかと思っていたが、案外そうでもなかったらしい。仕事に明け暮れてこうやって男と酒を飲みかわすのみの人生かと勝手に思っていたのはユーリだけという事か。何だか置いてきぼりされたような、一抹の寂寥を覚えた。一番好きなはずのハイボールを飲んでもそれが消えることはない。




　恋とは何だろう。何をもってして恋なのだろう。どういう気持ちになったら人はそれに恋と名付けるのだろう。ユーリはずっと思い悩んでいた。

　セルダンがエリンに持ったユーリがリンジーに向けるのと同じような感情。あれは一般的には嫉妬というやつだ。

　ならばユーリも嫉妬したのだ。リンジーと楽しそうに話すカリブマンに。うらやましく思うのと同時に、傍によるなと身勝手な独占欲をも持った。

　でも、それを感じたなら恋だというのもそれは些か強引なような気もする。恋と呼ぶにはあまりにも薄汚い感情のような気がした。自分の母親の異常性の一端を匂わせるような、そんな感情。

　それならまだオリヴィエのように頬を赤らめたり蕩けるような目を向けたりはしゃいで声をかけたりする方が恋だと納得できる。

　けれども、ユーリはリンジーを見て顔を赤らめたりはしないし、蕩けた目も向けない。話をする時も多少緊張はするものの、話が進めばその心は穏やかだ。オリヴィエのそれとはまったく違う。この心に渦巻くのは仄暗い感情。

　何が正解かが分からない。それと同時に、もしこれが恋だとしたら自分は一体どうなってしまうのだろうという恐怖もある。

　夫への愛に狂った母を長年見てきたユーリにとっては、恋をすること自体恐怖の対象だ。逆に割り切った愛のない政略結婚も嫌悪している。父のように無責任な結婚をして家庭を投げ出すような屑になりたくないし、そんな父への執着を消す事ができずに狂い死んだ母のようにもなりたくない。あの二人の血を引いているというだけで、自分自身がおぞましいものと思う時もあった。

　もし、これが恋で、リンジー自身を傷つけるような事しか出来ないのだとしたら。嫉妬で狂って何もかもが見えなくなってしまったら。

　はぁ、と深い溜息をついてジョッキの中のビールを掻き混ぜるように回す。

　もしかしたら自分はそれが恋ではないとはっきりと言えるような正解が欲しいのかもしれない。




「やっぱ元気ないんじゃないの？」

　物思いにふけっていたユーリに窺うように聞いてきた。

「溜息もいつもより重いし、眉間の皺も凄い」

　自分の眉間を指さすノールグエストの言葉に、ユーリは気まずそうに目を逸らす。何もかもが無自覚だったために気恥ずかしくなった。

「あのさ、酒ってそんな顔で飲むもんじゃないと思うんだよな。少なくとも俺はお前と飲む時は楽しく飲みたいって思っているんだけど」

　それはユーリだってそうだ。ノールグエストと飲む時はグロウスノアの中の苦労など忘れて、ただの『ユーリ』になる。多少の愚痴が含まれても二人で笑い飛ばして、むしろそうやって次への活力にしてきたのだ。こんな風に辛気臭い顔でちびちびと酒を飲むのは、二人の間ではそうはない事だった。

「悪い」

　酒が不味くなる様な思いをさせてしまっている事に、素直にユーリは謝る。

「別にいいけどさぁ。珍しくお前さんから飲みに誘われたから俺はてっきり話したい事があると思ってたんだけど。もしくは愚痴りたい気分だったのか。そうじゃないなら自や棄け酒ざけ？　でもその割には酒は進んでないし。だからどういうつもりだったのかなぁって、単純に疑問に思っちゃったわけ」

「それは……」

「それとも何？　しっぽりと飲みたい気分だった？」

「それは、多分違うと思う」

　何故あの時ノールグエストを誘ったのかと問われれば、気分的に落ち込んでいたから。何もかも忘れて一時だけでもこの悩みを忘れたかったからだ。

　けれども結局は無理だった。酒で忘れる事も出来ないし、こうやっている間も鬱々と考え込む自分がいる。酒などちっとも進みやしない。

　多分、自分は忘れたかったわけじゃない。本当は……

「ノール、ひとつ聞いていいか？」

「どうぞ。一つと言わず何個でも」

　ノールグエストはニヤリと笑い、快くそう言ってくれる。本当、いつも彼のこういう所に救われている。家の格こそは違えども、ユーリがノールグエストと仲良く出来るのは、彼の垣根の低さにあるのだろう。ずけずけと心の中に入ってきてどっかりと居座り、『さぁ、俺と腹を割って話そうぜ』と言ってくるのだ。それが昔排他的だったユーリにとってはありがたい事だった。

「俺はある女性が最近気になっている」

「え？　そっち系の話？　やだやだ！　すんごい興奮してきた！　ユーリにもついに春が来たって事かよ！」

「……話し続けていいか？」

「あ、うん。どうぞ」

　俄かに騒ぎ始めたノールグエストを制して黙らせる。大衆居酒屋で人がいるとは言え、興奮した人間の声は案外大きい。目立つのは避けたい。

　ノールグエストが口を噤んだ事を確認し、話を続けた。

「……正直分からない」

「何が？」

「この気持ちが恋なのか、だ」

「おいおいおい、お前さん思春期の餓鬼かよ」

　崖から飛び降りる気持ちでそう言ったのに、聞いてきた本人はばっさりと両断するかのようにユーリの言葉を切り捨てる。よし、もう帰ろうと思って立ち上がったらノールグエストが慌てて謝ってきた。

「ごめんごめん。悪かったって」

「お前、本当に腹立つ」

「だっていい年した男がまさか何が恋なのかなんていう初歩的な部分で躓いているとは思わないだろ？」

「仕方ないだろう。俺は今まで恋などしたことがない」

「ああ、そっか……」

　ユーリの過去を知っているノールグエストは納得してまた『ごめんな』と謝ってきた。それにユーリも大人げなかったと反省し、椅子に座る。

　ノールグエストが『思春期の餓鬼』と言いたくなった気持ちもわかる。こんなことで迷う大人が他にいようか。

　初恋など十代のうちにほとんどの人間が経験する。それで恋が何たるかを知り、酸いも甘いも経験するのだろう。けれどもユーリにはそれがなかった。母が死ぬまで彼女に振り回されていたし、昔馴染みの女の子にもそういう感情は抱かなかった。王立学校に入ってからは一通り女遊びというものを覚え、片手では足りないほどの女性と一夜を共にした。だが、それはあくまで付き合いで、自分から誘いをかけたことすらない。誘われたから受けた、それだけの関係だ。そこには特別な感情は絡んだりはしない。同級生や友達が恋の話をしても興味は沸かずにただ受け流していたし、恋などしたいとも思えなかった。その根底には家族とのわだかまりがあると分かっているからこそ、消極的だったのだ。

　それがこんなにも恥ずかしい事だとは思わなかった。ノールグエストに言われて初めて自分の未成熟な部分を思い知る。




「んで、その相手をどう思うんだ？」

「この話続けるのか？」

「続ける。お前が分かんなくて悩んでるなら俺が助言してやるよ。経験者の話は貴重だと思うけど？」

　確かに、経験者の話は聞いてみたい。セルダンの話だけでは足りない。それでこの気持ちに決着がつくのであればそれは有難い話でもある。

　ぎゅっと拳を握ってしばし逡巡しゅんじゅんした。ゆっくりと口を開くと少し声が掠れていて、思ったより自分が緊張していた事に気が付いた。

「お前は？　お前はオリヴィエ嬢にどのような気持ちを持った？　どういう時にそれが恋であると気が付いた？」

「え？　俺？　そうだなぁ……、真っ赤な顔して俺に一生懸命に話しかける姿がすっげぇ可愛かったんだよな。俺を独り占めしたくて頑張ってるのが胸に来た。あとは笑顔が良かったな。もっと笑ってほしいって思って俺も笑いを取りに行ってたし。あとは、うーん……」

　必死に考えて答えようとするノールグエストを横目に、ユーリは一人ホッとしていた。やはりこの気持ちは恋なんかじゃない。思い違いだったのだと。

　リンジーの笑顔など見たことがない。愛想笑いはあるが、果たしてあれが惚れこむような笑顔かと言われるとそうでもない。基本的に固い顔をし続ける彼女に破顔と言えるほどの表情が出来るのかも怪しい。

　それに自分が願ったのは彼女の弱さ。あの鉄の仮面を引っぺがしてこの腕の中で泣かせてみたいという危うい感情。ともすれば嗜虐的なものだ。

　例えば独占欲だけならば兄妹間でも起こり得る。友達間でも。子供でも自分のお気に入りが他人に取られたら癇癪を起こすものだ。

　だから、これは単にユーリがリンジーを気に入り、他の人間に懐くのが面白くないだけ話なのかもしれない。嗜虐的になるのはきっと自分がそういう傾向を持っているだけの話なのだろう。

　そう無理矢理納得させようとした。

　……だが。

「あとはあれだ！　あれが決定打だ。あの夜会の時にオリヴィエ嬢の後ろをつけていった男がいるんだよ。あわよくば暗がりに連れ込んでしまおうって考えてた不逞な輩だな。それ見てすげぇムカついた。女性がそういうところに行くのを見たら単に警戒心ないなぁって思うだけで終わるけど、彼女の場合は違ったな。ふざけんな、勝手に触んなって。あれは俺のだって言いたくて仕方なかったよ」

「お前が？」

「おう。年甲斐もなく大声出しそうになった。まぁ、そこは目立つから必死にこらえて静かに奪い返しに行ったがな」

「大声……」

　リンジーとカリブマンが抱き合っていたのを見た時の自分の行動を顧みる。そこには苛立って大声を出した自分がいた。

　思い当たる節があり過ぎて、食いつくようにノールグエストに質問を繰り返す。

「そいつだけじゃなくても、他の男と話してたら苛々するか？」

「そりゃするだろうよ。恋人同士ならともかくまだ二人の間になんの確約もなければ、周りの男は全部敵だ。もちろんお前だってちょっかい出そうものなら俺は牙を剥くぞ」

「俺に恋愛感情がないって分かっていても？」

「当たり前だ。うっかり彼女がお前に惚れちまったら目も当てられねぇだろ。恋するとそういうところに余裕がなくなるもんだ」

『余裕がなくなる』。確かに今のユーリに余裕はない。だんだんとノールグエストの言っていることと自分の感情が摺り合ってきて怖くなってきた。

「じゃ、じゃあ、彼女の泣き顔を見てみたいとか思ったことはあるか？　弱った姿を見せてほしいとか」

「泣き顔を見てみたいは思ったことはねぇが、気持ちはわかる。つまりは自分には弱いところも曝さらけ出せるほどに心を開いてほしいって事だろ？」

「なら、自分が泣かせてみたいって思うのは？」

「好きなやつの泣き顔って興奮するよな。何か抱いた時もこんな顔してくれんのかなって思うと、正直勃つ。……って、ユーリ君のエッチ！」

「そんな姿を誰にも見せたくないって思うのは……」

「お前、好きなやつの勃起ものの姿を他の野郎に見せたいって思うか？　ありえねぇだろ」

「なら、なら……」

「ユーリよぉ……」

　ユーリの言葉を遮るようにノールグエストが名を呼ぶ。静かに、落ち着けとでもいうかのように。そしてビールをゴクゴクと咽喉を鳴らして飲み、ジョッキをテーブルに叩き付けるように置くとこっちを真っ直ぐに見据えて言った。




「それさ、恋じゃね？」




　そうはっきりと。

　その言葉にユーリの頭は真っ白になって唖然とする。ノールグエストが目の前で手をかざそうとも気が付かないほどに衝撃を受けて、ユーリのすべてが停止した。

（恋？　これが恋？　俺がリンジー・ウォルスノーを……、好き？）

　まさか、そんな信じられない。ノールグエストの言葉を疑う気持ちが出てくる。けれどもそれとは相対するかのように、やはりとストンと心の中に落ちるものもあったのも確かだ。『まさか』と『やはり』がユーリの中で渦巻く。

「あのな、人間いろんな奴がいて一人たりとも同じ奴がいないのと同じで、恋の定義も人それぞれだと思う。顔が赤くなったってだけで恋だって騒ぐ奴もいれば、ヤりたいって思ったらそれは恋だっていうのもいる。何をもって恋とするかはその基準は自分の中にしかなくて、それを形作るのは経験していくしかねぇんだけどよ。でだ、俺のその基準からすればお前のそれは恋だ。恋以外の何物でもない」

　今その基準がないユーリにはノールグエストの基準を頼りにするしかない。じゃあ、その基準が自分の中で固まったら？　そうしたらこれは恋ではないと自分は判断するのだろうか。……そう判断してしまってもいいのだろうか。ユーリは惑う。

「よく分からない。俺は彼女にそういう感情を向けるのは、妹のように気に入っているからだと思っていた。湧き出る独占欲はお気に入りを取られたと拗ねる子供じみた感情なのかと……」

「まぁ、そこのラインが難しい所よ。だからこそ、これは自分で考えるしかないんだよ。それでもお前が恋じゃねぇっていうならそれまでだし、ただの親愛の情だと結論付けたのならお前はそれに従うしかないだろう。最終的な判断はお前がするものだ」

「だが……」

　そう言ってユーリは口を噤む。そして、小さく息を吐いた。

「この気持ちを仮に俺が恋だと判断したとしても、それを認めるのは怖い気もする。けど、それを違うと切り捨てるのも、……多分苦しい。半ば諦めていたものがこの手にあるかもしれないんだ。俺も人並みになって、過去の事も乗り越えられたんだって思うと嬉しくてしょうがない」

　幸せな事だ。きっと誰かに恋心を持てたのなら、ユーリは自分はまっとうな人間だと実感できる。けれども、そう考えた時にユーリの心に翳りが出来るのも事実だ。

「だが、自分が母親のようになったらと考えると怖い。恋だと認めたくなくなる」

　矛盾。そればかりがユーリの中にある。正解など見つけられはしない。

　いつだって自分は過去に囚われる。自分の中にある父と母の影に怯えて一歩踏み出すことに躊躇うのだ。それが枷になって一歩引いたところでしか生きてこられなかった自分の人生を恥じることもあった。もっと自由にこの心のままに人間らしく生きていけたのならどれだけ良かっただろうと。

「無理に今結論を出す必要はないんじゃね？　ゆっくりと自分の気持ちと向き合う時間はお前さんには必要だ。それに、恋だと自覚するときなんか意外とふとした時、ちょっとしたきっかけでっていうのが多いもんだよ」

　いつかこれが恋だとちゃんと自覚して認めることが出来たら、その枷は消えるのだろうか。人を愛するという事が自分にも出来るようになるのだろうか。

　まだ見ぬ未来にユーリは小さく消えそうな光を見出す。

「んでさ、いつかお前の心にしっぽりと収まった時に改めて愛でてやらぁいいじゃねぇか。お前の好きな人も、お前の恋心も」




　会いたい。今無性にリンジーに会いたい。

　そしてこの気持ちが恋なのかを確かめたい。自分がリンジーに恋をして、人間らしくなったのか知りたい。触れて確かめて、そしてあの紫水晶の瞳に自分を映したい。彼女の中に愛おしさを見出したい。

　ユーリの中にまた新たな気持ちが芽生え始める。




「ねぇねぇ、聞いていい？　そのお前の好きかもしれない人って誰よ？」

　当然のことながらノールグエストの興味はそちらに向く。ユーリはじぃっとこちらを窺う彼の顔を見てどうしようかと考えた。

　でも、今は時期尚早だろう。確固たる答えはまだない。

「俺が確信したら教えてやるよ」

「何だよそれ！　いいよ！　お前の事とことん観察して誰か当ててやるよ！」

「そうか。楽しみしてるよ」

「俺の観察眼を舐めた事を後悔させてやるよ」

　もちろん、ユーリは後日しっかりと後悔させられる事になる。




　その日は随分遅くまで飲んだ。心が軽くなって、なくしていた元気もいつの間にか帰ってきていたのかもしれない。

　当然のことながら翌日は二日酔いである。




　ガンガンと痛む頭を抱えながら昨日中途半端にしてしまった書類に必要事項を記入していく。自業自得ながら大変な状態で、出来ることなら今すぐベッドに潜って眠ってしまいたい。

　だが、現実は昨日さっさと帰ってしまった事でさらに山になってしまった書類がまだかまだかと待ち構えているし、昼過ぎには団長会議だ。それに時間が取られてしまう分、今必死になってこの書類の山を片付けていかなければならない。

　昨日調子に乗って酒を飲んだ自分を殴ってしまいたい。おかげで平素でさえ煩いカリブマンのあの笑い声が頭に響いて仕方がなかった。

「ん～？　どうした？　若造。調子が悪そうだな？　ん～？　もしかして昨日は自棄酒だったのかのぉ。何か飲んで忘れたい事でもあったのかのぉ。あーっはっはっは……、痛いっ」

　わざとらしく聞いてくるカリブマンの脇腹をちょんと突いてやると、蹲って静かになった。まったくこの爺はどこまででも面倒だ。もうすぐネイウスに移動するのでここぞとばかりにユーリをいじくり倒すつもりなのだろう。ちょっとした事で絡んでくる。

　彼に頻繁に『若造』と呼ばれることもなくなるときっと清々するのだろう。最後まで『若造』呼ばわりのままなのは少し悔しい気もする。出来ることなら彼に『団長』と呼ばれて認められたかった気持ちもあるが、それには時間が足りなかった。

　テオドール・カリブマンという男は、もっと高みに行ける男だ。平民だからという理由でグロウスノアの副官に収まらせておくには勿体無さ過ぎる。

　きっと彼ならば実力もない貴族がふんぞり返るネイウスでもしっかりと頭角を現してくれるだろう。それでガルフィールドの目にかけられれば万々歳。ユーリが推している男という事で元々期待をされている分、そのチャンスも多い。

　グロウスノアにとっては痛い話ではあるが。まぁ、そこは後進の育成という事でやっていくしかない。新しく副官になる予定のレグルスもちょっとアレな部分もあるが、十分に期待はできる。

「何て血も涙もない事をしよる。私は怪我人だぞ」

　事務官のスウィフに心配されながら復活したカリブマンが、うんざりとした顔をするユーリにブツブツと文句を言う。怪我人と言いながらもしっかりと人をからかう事を忘れないしおらしくも出来ない爺にかける情けは持ち合わせてはいない。痛がりながらもちゃっかり女性に介抱されて元気になっているのだから。

　この助平爺、とユーリは心の中で毒づいた。

「お前が俺の邪魔をするからだ」

「邪魔？　おかしいのぉ。私は邪魔など一切してはおらんが」

「馬鹿を抜かせ。書類書きの邪魔をしただろう」

「よく言う。私が邪魔をせんでもよくよく書けてはいなかっただろう」

「考え事をしてたんだよ」

「嘘を言うな！　ただの二日酔いでだれていただけだろうが」

　図星だから何も言えない。実際ほとんど手は動いていなかった。

「お前ときたら、ウォルスノー殿があんなに頑張っているというのに呑気なものだ」

「ウォルスノー女史が？」

　カリブマンの意味ありげな言葉についつい身を乗り出す。

　この間、サンドリオンとの合同訓練についての費用一覧をリンジーとシュゼットと共にまとめてあとは財務省での決裁待ちとなっていたが、やはりモルギュストの許可が下りずに苦心しているのだろうか。元々は心配していた事だっただけに、カリブマンにそう言われると不安になってしまう。

「見事なまでに作った資料がビリビリに破られておった」

「モルギュスト殿か……」

「まぁ、十中八九そうだろうな。あの方のいつもの遣り口よ」

　ギュッと手に持っていたペンを握る。それはさぞかし悔しい思いをしただろう。彼女の心中を思ってユーリは歯噛みをした。

　ここでユーリがしゃしゃり出れば財務省との軋あつ轢れきを生むのは必然。それは本当に最終手段だ。

　きっと彼女もどうにかしようと奔走してくれているのだろう。それを手助けしながらじっと待つしかないのだが、それしか出来ないことが口惜しい。ノールグエストのように同じ部署で彼女の力になれればよかったのにと、今ことさら強くそう思う。

「あの時は落ち込んだ様子もなかったが……」

「簡単に見せはせんだろう。ああやって仮面を被るのが上手い人だ、彼女は」

「……そうだな」

　強い女。冷徹な女。気持ちに左右されない仕事人間。そう人に言われる彼女の弱さを垣間見たユーリとしては心配だ。

　またあの東屋で一人涙を堪えているのではないだろうか、涙が零れる前にその手で拭って一人で立ち上がろうともがいているのではないかと思うと、心の中が切なくなる。

　人知れず一人でその悔しさも悲しみも消化する彼女のそばに今すぐ行ってやりたい。その涙を拭って大丈夫だと言ってやりたい。そう思い始めたら何だか心が落ち着かなくなった。昨夜ノールグエストと飲みながらもリンジーに会いたいと強く切望したあの時の気持ちの残滓が燻り始める。

　今、リンジーは何をしているのだろう。そればかりを考える。

「お前と話した時は変わった様子は？」

「気丈にしておられたよ。私なりに励ましはしたが、どこまで力になれたかは分からんな」

「そもそもあの時何であんな所で話していたんだ？」

「内緒じゃ。私と彼女だけの秘密」

「はぁ？」

　ムカつく。何かムカつく。にやけた顔で言われるとことさら腹が立つ。そんな風に内緒にされると気になって仕方がない。

「怒るな、この若造め。最初は合同訓練についていろいろ話を聞きに来たようだ。まぁ、そこから話がいろいろ逸れて、お前さんの訓練の様子を見る話になってあそこに行っただけだ。別にいいだろう？　密室で二人きりでいられるよりは」

「それは、そうだが……」

　密室で二人きりなどとんでもない。が、わざわざあそこに移動したのが、見せつけるためのようにも思えて面白くもない。

　おそらく、この男はユーリのリンジーへの気持ちに気が付いている。ユーリはまだこの気持ちに結論は出せていないが、カリブマンはもう勝手に結論付けているのかもしれない。その上で試すような事をしているのだろう。自分が苦労している事をやすやすとやってのけてしまうのは、彼もまた幾度も恋を経験してきたからだ。だからこそ今は彼の『若造』という言葉がひたすらに重い。

「とりあえず今は苦労しているようだが、結局は彼女の頑張り次第という事なのだろう。我々は彼女を信じて待ってやるだけだ」

「無論だ。きっとウォルスノー女史ならやってくれる」

　もどかしいし心配もしているが、信頼もまたしている。彼女ならしっかり許可をもぎ取ってきてくれると。ただ、無茶だけはしてほしくない。辛いなら無理せずユーリに吐き出してほしい。願うのはそれだけだ。

　さて、とユーリはペンを握り直す。カリブマンからそんな話を聞いたら二日酔いなどでへばっている暇はない。自分もリンジーを見習って頑張らなくてはと気合を入れた。




　書類の山が半分ほど減ったところで、扉がノックされる。入室の許可の声を掛けると、扉の向こうから件のリンジーが顔を出した。

　真っ直ぐにこちらに視線を向けてくる彼女の姿に、トクンと一回鼓動が跳ねてそしてじんわりと安堵が広がる。よかった、思ったほど顔色は悪くなさそうだし、落ち込んだ様子も見受けられない。もちろん隠すのが上手い彼女の事だから油断は出来ないが、隠す事すら出来ないほどに疲弊しているというわけではないのは喜ばしい事だ。

「失礼します」

　丁寧にお辞儀をして真っ直ぐにこちらにやってくる。その手には資料が握られていて、合同訓練の費用一覧の結果が出たのかとユーリの中に緊張が走る。

「団長、合同訓練の費用なのですが……」

　今回、初めてノールグエストの手を借りずにやった仕事だ。結果がどう転ぼうとしっかりとその労をねぎらおうとグッと気合を入れた。

「おめでとうございます。決裁されましたよ」

　だが、さらりといつもの口調、いつもの表情で言われたために拍子抜けをしてしまう。

　一瞬何を言われたのか分からずにポカンとしてしまったが、リンジーの言葉を再度頭の中で反芻してようやく理解ができた。あまりにも喜びの表情一つ見せずに無表情のままに言うものだから、混乱してしまっていたらしい。一歩出遅れてしまう。

「やりましたな！　あのモルギュスト殿をこんなにも早く降参させるなど、さすがとしか言いようがございませんな！」

　せっかくユーリも喜びの声を上げようとしたのに、先にカリブマンにそれを取られてしまった。リンジーの隣に立って大袈裟なくらいに喜んでいる。出遅れてしまった事に若干へこみながらも気を取り直して『ウォルスノー女史』と名を呼んだ。

　すると、先ほどまでカリブマンの方を向いていたリンジーがこちらを見やり、黒髪が滑らかに流れる。長い睫毛に縁どられた紫水晶の瞳がユーリを映し、ひとつ瞬いた。

　昨日から会いたいと思っていた彼女が今目の前にいることに緊張し、そして安堵している自分がいる。一度その顔を見たらこの気持ちが恋なのか自分なりの結論をすぐ出せると思っていたが、どうやらそんなに安易なものではないらしい。それもそうだ。そんなに簡単ならこんなに悩みはしなかった。

　けれども今無性に嬉しい。リンジーに会えたことが。あの紫水晶の瞳に自分だけが映っているという事が。彼女の仕事が成功した事が。

　図らずとも笑みが零れてしまう。

「おめでとうは此方のセリフだ。よく頑張ったな。……それに、ありがとう。俺も嬉しいよ」

　彼女は知らないだろう。どれだけユーリが喜んでいるかを。この胸を割り開いて心を見せることが出来るのであれば今すぐにでもするのに、ただ言葉でだけしか伝えられない事がもどかしい。

「……ありがとうございます」

　そうお礼を返す彼女の顔を見ながら、この気持ちが伝わるように念を込める。




　すると、それは一瞬の事だった。

（あ……）

　ユーリはそれに瞠目して息をするのを忘れてしまう。次に息ができたのは、リンジーが話し始めた時だった。




「では、念のために再度確認していただき、さっそく準備を始めてください。当日の昼食なのですが、前回は保留にしましたがあれから目ぼしい店は見つかりましたでしょうか？」

「……いや、まだだ」

「なら、ひとつご提案なのですが、『黒白の踊り子』というお店はいかがでしょうか。サンドウィッチのお店なのですがサンドウィッチなら外でも手軽に食べることが出来ますし、配達も請け負っています。セットもあって、量はありますがお値段も手頃です。おそらく大量注文なら多少の値引きもしてくれるかと」

「分かった。わざわざ調べてくれて助かる。スウィフに後でお願いをして店の方に掛け合ってみよう」

「はい」

「シュゼット殿にはもう報告したのか？」

「はい。こちらに来る前に。ミリオンドレア団長も喜んでおられました」

「そうか。よかったな」

「はい。……それでは私はこれで失礼します」

「ああ」

　忙しいのか機械的に挨拶をしてリンジーはさっさと帰ってしまう。

　その後ろ姿を見送り執務室の扉が閉まった瞬間、ユーリはバッと顔を覆って俯いた。




（……何だ、あれ。何だあれは!!）

　顔がみるみる間に真っ赤に染まるのがわかる。耳にまで熱を持って、人様に見せられない顔をしている。絶対にしている。胸があり得ないくらいに早鐘を打っているし、きゅーっと締め付けられるように苦しい。胸元をもう片方の手で鷲掴み落ち着かせようとするも、苦しすぎて手まで震えていた。顔など上げられるはずもない。こんな顔を見せたら一発でバレてしまう。




（これは、まずい……）

　根こそぎ心を攫われて、息が出来ない。

　そして何故か涙が溢れそうになる。




　──恋だと自覚するときなんか意外とふとした時、ちょっとしたきっかけでっていうのが多いもんだよ

　今、ノールグエストの言葉が胸に沁みる。




　あの時、あの一瞬。

　彼女は笑ったのだ。

　その無機質な顔に静せい謐ひつな笑みをひとつ落とした。目元を桃色に染めしっかりと引き結ばれていた口を綻ばせ弧を描き、嬉しそうに。

　それは初めて見る彼女の笑み。隠された顔。

　ユーリはそれを見た瞬間に落ちたと本能的に分かってしまったのだ。

　恋に。




　あれやこれやと恋の定義を小難しく考えていたはずなのに、それは本当に一瞬の事だった。頭で考えるまでもなく、これが恋なのだと分かってしまった。説明など出来ない。寧ろ頭で考える事すら馬鹿らしいほどに、本能的なものなのだと知った。

　きっと今のユーリは夜会の時に恋に落ちたオリヴィエと同じ顔をしているだろう。恋に落ちたと分かるような、あんな顔。治すなんて難しい。次から次へと愛おしさが溢れて止めようがない。あのリンジーの笑みを思い出すだけで、さらにこの顔が真っ赤に染まる。

　なんて厄介なのだろう。

　なんて苦しいのだろう。

　なんて嬉しいのだろう。

　──なんて幸せなのだろう。

　そうか、これが恋か。

　これが恋に落ちるという事なのか。これが人を愛おしいと思う事なのか。

　初めて自覚した感情に戸惑いながらも、その幸せを噛み締める。

　ようやく普通の人間になれた。まだ両親の影に恐怖を感じる部分もあるが、それでも自分にも人を愛することが出来るのだと分かった今、それは些末なことだった。




　好きだ。

　好きだ、リンジー・ウォルスノーが。

　どうしようもなく彼女が愛おしい。




　ユーリは瞳に涙を溜めながら、小さく笑う。




「おい、若造。どうした？」

　俯いて動かなくなったユーリを訝しがってカリブマンが声を掛けてきた。『問題ない』とはっきりと言いたいところだがそれは当分無理そうだ。こんな顔を見せられないし、この幸せの余韻にもう少し浸っていたい。

「気分が優れないなら、今日は休んだ方がいいぞ」

　いつもはこんな状態のユーリを見たら全力でからかいにくるカリブマンが、珍しく殊勝な態度を見せる。だが、今はそれがありがたい。彼の気遣いに内心感謝をした。




　ところが去り際に、小さく呟く声が聞こえてきた。

「ふっ。青二才が」

　小馬鹿にするように、いつもの調子で。

　前言撤回。

　やはり、ムカつく。







　　◆◆◆







　あれから。

　少し離れた所で皆と一緒に剣を振るうセルダンは以前のような落ち着きを取り戻した。時折一心不乱に素振りをしている姿を見かけるが、どうやらあのユーリのアドバイスに活路を見出したらしい。焦ってがむしゃらに取り組む様子もなく、自分のペースで着実に腕を上げていっている。

　今なら彼の焦りが分かる。

　ユーリもリンジーが他の男に惚れてしまったらとか、彼女に惚れる男が出てきたらと思うと気が気ではない。男所帯で働いているせいか危機感が薄いために危うく感じる事もある。

　けれども、彼女のその完璧ともいえる勤務中の態度に、そういうものを一切持ち込んではいけないと邪なものを一掃させられる思いをするのも確かだ。悪い虫がつく隙がなくてありがたいと思う反面、彼女のそういう顔に尻込みしてしまうのはユーリも他の男と変わりない。

　めでたく自覚は出来たものの、悲しい事に盛大にビビってしまっているのが現実だ。セルダンの言うように少しでも自信をつけたいと思うのは、やはりこの恋を簡単に失いたくないと思っているからなのだろう。

　このリンジーへの想いはユーリの一部であり、大切なものになっている。宝物のように大切に育みたいと思って然るべきだろう。




「団長、団長」

　胸辺りにまである塀の向こうから声を掛けられ振り向くと、誰もいない。辺りを見渡して空耳かと思ったが再度『団長』と声を掛けられたので塀の向こうを覗き込むと、そこにはエリンがしゃがんでこちらを見ていた。

「どうした、ララリィ」

　こちらに回らずにこそこそと隠れるように。今はグロウスノアが訓練場を使って平常の訓練をしている。サンドリオンの彼女は本部に詰めているはずだが、一体どうしたのだろうか。

「ごめんなさい、訓練中に。私も仕事を抜け出してきたんですけど、でも、どうしてもセルダンの様子が気になってしまって」

　申し訳なさそうに眉を下げる。なるほど、抜け出してこんな所に来ているのを見られては都合が悪いのだろう。

　特に今は訓練中といってもユーリ自身は端で様子を見ているだけなので、話しかけれても何も支障はない。気が気じゃなくなるのはセルダンだが、あちらからでは塀に遮られてエリンの姿は見えない。

「セルダン、最近様子どうです？　何かこの間手合せしたとき酷く無茶苦茶だったというか焦っている様子だったので、気になって……」

「ああ、なるほど」

　ユーリはクスリと笑う。

　どうやらしっかりと彼の焦りはエリンに伝わっていたらしい。こんな風にこそこそと様子を見に来る位にあの時のセルダンの様子はおかしかったのだろう。その原因が自分であるとも知らずに。

「まぁ、問題ないだろう。あれから話したが、気持ちの整理が出来たのか今では元通りだ」

「そうなんだ。よかった……」

　塀の向こうから安堵の息が聞こえてくる。今のエリンをセルダンが見たら複雑な思いを抱くだろうなと、ユーリは苦笑した。

　彼女のために強くなりたい。恥じる事のない自分に。その強すぎる想いが生み出す副作用に振り回されている自分など、好きな人に見られたくないものだ。それで本人に心配されたら世話がない話だ。

「えっと……、だ、団長はセルダンが何でああなったのかって知っているんですよね？」

「ああ」

「あの、それって何系の話でした？」

「何系？」

「だから、その……」

　そう言ってエリンは口籠る。向こうを覗き込むと塀にもたれ掛りながら地べたに座り込み、俯きながらブツブツ言っている彼女がいた。『何系』というのはどういう事なのだろうか。必死に言葉を探しているであろうエリンの言葉を待つ。

「何系っていうのですね、その……、例えば訓練で悩んでいる感じなのか、プライベートで悩んでいる感じなのかなぁとか」

「ああ、そういう事か」

　ようやく合点がいったユーリに、エリンはちらりと窺うような視線を寄越す。心なしかその顔が赤く染まっているような気がする。

「まぁ、詳しくは言えないが、プライベートな悩みだったな」

「え！　プライベート?!　何だろう？　何かあったのかな？」

　オロオロして心配そうな声を上げる。

「気持ちの問題だ。あいつにしか解決できない事だからあんまり心配してやるな。必死に頑張っているから見守ってやれよ」

　本当はエリンが一番解決出来るがそれは言えない。セルダンがいつかエリンに勝つその日まで、その言葉は大切に取っておくのだろう。そのために彼は今日も剣を振るっている。

「そっかぁ……」

　そういいながら安堵した顔をした後に、不意に寂しそうな顔をエリンがする。膝の上に両腕を置いて、まるで置いてきぼりをくらった子供のような感じだ。エリンとセルダンは恋愛感情を抜きにしても入団以来仲が良い。そんな彼の隠し事に寂しさを感じているのだろうか。

「ねぇ、団長」

「ん？」

「セルダンって結構強くなりましたよね？」

「そうだな。入団当初とは比べ物にならないくらいに体も大きくなってきたし、何より剣が握れるようになった」

「ですよね……」

　あの頃のセルダンは笑えないほどに弱かった。剣すらまともに握れないほどに。

　でも、彼をここまで成長させたのは彼のたゆまぬ努力のおかげでもあるが、きっとエリンの存在も大きかった。エリンに勝って告白するという大きな目標があったからここまでやってこられたのだ。それを彼女が実感できずにいるのは致し方のない事だろう。

「あいつあっという間に強くなっちゃって、私の事を超していくんだろうなぁ……」

「そうだな。お前もうかうかしていられないな」

「ですよね。私まだセルダンに負けたくないなぁ」

　先を行く者の意地というやつだろうか。ぽつりと零された言葉に、エリンの本音が詰められているような気がした。

「負けちゃったら、もうセルダンが私の相手をしてくれることもないだろうし」

「そんな事ないだろう？」

「きっと、強くなっちゃったら他の女がほっとかないんだろうなぁ。あいつ、顔はそんなに悪くないから、筋肉ついて力つけたら絶対にモテると思うし。今だって、時々セルダンの事カッコいいって言う子いるし」

　ん？　これは？　と話の流れにユーリは首を傾げる。友情というには少し、いやかなり違うものが混じっているような気がする。

「そうしたら私なんて見向きもされなくなるんだろうなぁ。嫌だなぁ。ずっと私が一緒にいたのに。私より女らしくて可愛い子とかに目が行っちゃうんだろうなぁ。嫌だなぁ」

　だんだんと話せば話すほどに落ち込んでいくエリンの姿を見て、まさかとそれに気が付いた。なるほどそういう事かと笑いたくなる。

「ララリィ、お前……」

「はい」

「セルダンの事、好きなのか？」

「──………………はい」

　随分と長い溜めの後に出された肯定の言葉。何だ、結局エリンもセルダンが好きなんじゃないかと、二人の矢印の向き合った片思いに拍子抜けをした。蓋を開けてみれば何てことはない、両思いだ。

「そんな落ち込むな。その、なんだ、ここは思い切って告白するっていうのも手だとは思うぞ」

　そうしたら話は早い。あっという間に両者の悩みは解決だ。

　けれどもエリンは口を尖らせて、首を横に振ってそれを否定した。

「今はダメですよぉ。セルダンも強くなるために頑張っている最中なのに、それに付き合っている人間がそんな下心を持っていると知ったら困るだろうし。振られたら手合せすらしてくれなくなりそうだし。それに、今はセルダン自身が色恋にかまけている暇はないと思うんですよね。好きだけど邪魔はしたくないと言うか……」

　いや、セルダン本人は思い切り色恋にかまけている真っ最中だ。お前の気遣いは多分無用なものだとついつい喉から出そうになった。見事なほどに互いに互いを思ってすれ違っている。話を聞いていてもどかしくて仕方がない。気を抜けば笑ってしまいそうになるので、腕を組んで指をトントンと鳴らして気をそらす。

「まぁ、その気持ちも分からんでもないな」

　確かに相手の邪魔になりたくないというのは理解できる。ユーリもリンジーの傍にはいたいが邪魔はしたくない。それは嫌われたくないという怯えから来ているし、彼女が仕事を大切にしているからユーリも同じようにそれを大切にしてあげたいという気持ちがあるからだ。

　分かる、凄く分かる、と感慨深く頷いた。

「え？　嘘！　もしかして団長も好きな人いるんですか?!」

　ユーリはただ『分かる』と共感して頷いただけなのに、何故そこまで嗅ぎつけられるのか。彼女の勘のよさに恐れ戦きながら後退りした。恐る恐る塀の向こうを覗き込めば、目を輝かせてこちらを見るエリンがいる。知っている、この顔。よくノールグエストにも同じような顔をされて話を無理矢理引き出される。

「いや、あのな？」

「いるんですか？　そう言うって事はいるんですよね？　誰って聞きませんからそれだけ教えてくださいよぉ！」

「うーん……」

「いいじゃないですか！　私は相手が誰なのかまで団長に言っちゃったんですから！　そのくらい何てことありませんよ！」

　押しが強いというか何というか。有無を言わせないような迫力に負けて観念して小さく頷くと、『キャー！』と押し殺した悲鳴が聞こえてきた。何故かユーリに好きな人がいると聞いただけで興奮している。女とは本当にこういう話が好きだな、と足をじたばたしているエリンを見て苦笑いをした。

「どんな人ですか？　どんな感じの人?!」

「誰とは聞かないんじゃないのか？」

「そうですけど、雰囲気だけでも教えてくださいよ！」

「嫌だ」

　こちとら出来たてほやほやの恋心だ。そうやすやすと口には出来ない。餓鬼みたいな話だが、誰かに好きな人が誰なのかが知れるという事にまだ抵抗があるのだ。勘弁してくれと首を横に振った。

「その人とは付き合っているんですか？」

「いや、絶賛片思い中」

「団長が片思いとか全然想像できない！」

「そうか？　俺もそこら辺の男と同じだよ」

「そうなんですねぇ。今初めて実感」

「お前、俺の事何だと思っているんだ」

「え？　すけこまし？」

「おいっ」

「そう言われるような事をしてきたって自覚はあるでしょう？」

「…………」

　ぐうの音も出ない。確かにエリンの言う通りそう言われても仕方がないくらいに女性を相手にしてきた。その過去が自分の恋心に痛く突き刺さる。

「でも、今はその人だけが好きなんですね」

　優しく言われたその声が、その痛んだ心に染み入る。

「そうだな」

　そう答えた自分の声が予想以上に優しかった。

「お互い片思いですね」

　エリンが嬉しそうに言う。お前は違うけどな、と心の中で呟いた。

「辛いもんですね」

「……そうだな」

　恋の辛さは誰しもが持つものなのだろう。きっとエリンも陰でセルダンを思い涙を流した時があったのかもしれない。ユーリもそう、これからその歯痒さや辛さを骨の身に沁みるほどに実感させられる事もあるだろう。

　けれども人が恋する事を止められないのは何故なのだろう。

　辛い、苦しいと泣きながらもその手を伸ばして掴み取ろうとするのはどうしてだろう。

　多分それは、諦めてその好きな人が他の人と結ばれてしまった方が余程苦しくて悲しいという事を知っているからだ。想像しただけで胸が切り刻まれたように痛む。きっともう手離せやしない。

「でも、まさか団長とこうやって恋バナをするとは思いませんでした」

「恋バナ？」

「はい。恋の話です。団長、こういうの興味ないかと思ってた。と言うか、恋で悩んだりしない人かと思ってました」

「悩むよ。すごい悩む。何だか余裕がなくなったりいろいろこの気持ちに振り回されたりして大変なんだよ」

「分かるー。めちゃくちゃ振り回されますよね。セルダンが会うたびにカッコよくなっていって本当どうしようかって毎回思うし。その度に落ち着かなくなるから結構手合せに来るときって気合入れていかないといけないんですよね」

「気合を入れるのか？　大変だな」

「恋は気合ですよー。私なんてこんなもんだけど、他の子なんて気合の入れよう半端ないですよ。そこまでするかってこっちが引くくらいの事平気でやっちゃいますからね。きっと女の裏舞台とか団長見たらドン引きは間違いないですよ」

「何だか怖いな」

「怖い怖い。ある種ホラーです。愛情と憎しみは紙一重ですからね。いつの間にか愛が妄執になったり憎しみになったりしますよ」

「……そんなに過激なのか？」

「団長、恋愛小説とか読んだことありません？」

「ないな。そういうものにとことんと興味がない」

「そっか。もしよかったら今度読んでみてくださいよ。結構いろんな恋がありますよ。純愛だったりドロドロしたものだったり悲恋だったり。時には恋のために人を殺しちゃったりとかするんです。凄いですよ。でも一番凄いのはそういう恋愛小説を地で行くような人がこの世に存在しているって事ですよ。知ってます？　殺人事件で結構多いのが痴情の縺れだって。結構年がいっててもそういう事で殺傷沙汰になる事が多いんですよ」

「ちょっと待て、ララリィ。初心者にはそういう話は重すぎる」

「あ、ごめんなさい」

　ペラペラと恋愛小説から殺人事件まで話を発展させた彼女の話を一旦遮った。止めてほしい。ただでさえこの心にわだかまりがあるというのに、余計な知識を植え付けてもらっては困る。両親の事もそうだが、つい最近浮気を疑われて脇腹を負傷した身近な人を知っているだけに身震いがする思いだ。




「だが、お前と話していて分かったような気がする」

　ふふふ、と笑ってエリンを見やると、不思議そうにこちらを見上げてきた。

「いくつになってもどんな時でも人間というのは人を愛さずにはいられない生き物なんだな。人それぞれ形は違えども、皆恋をし愛を知る。きっとそれは抗いがたい本能のようなものなんだろう。どれだけ醜くてもドロドロしていても、その根底にあるのが誰しもが持ちうる恋というものならばその気持ちが分かるような気がする」

　きっと今のユーリならば母の気持ちも分かる日が来るのだろう。恋をして愛を知った今ならば、愛おしい人を求めてやまない気持ちは理解出来る。いつか自分の母ではなく女として生きた彼女を許せるような時が来たら、この胸に巣食う恐怖もなくなっていく。またひとつ誇れる自分になるだろう。

「何だか団長がそういう風に言うと素敵なものに思えますね」

「元々恋は素敵なものだろう？」

「夢見すぎですよ」

「そうか？」

「はい。……でも、私もこの恋をもっともっと素敵なものにしていきたいです」

　エリンが膝に顔を埋めながら、ぽつりと呟く。




「そうだな。俺もだ」







　そういえば、とユーリは思い返す。




　あの東屋でリンジーの涙を見た時、不思議と嫌悪感が湧かなかった。

　ユーリは女性の涙が苦手だ。それは自分の母親を彷ほう彿ふつとさせるから。

　泣き叫び父に追い縋る姿や、家に残された事に悲しんでしくしくと泣く姿。晩年の頃には、ユーリを泣きながら拒絶をし、嗚咽を上げながら父の名を呼び続けていた。

　女性が泣く姿を見るとそれを思い返し気持ち悪くなってしまうのだ。嫌悪感が溢れてその場から逃げたくなる。

　けれども、何故かリンジーの涙にはそれを感じなかった。寧ろその涙を拭ってあげたいとさえ思ったのだ。




　ああ、なるほど。ユーリは納得する。

　自分はきっとあの瞬間にもう無意識のうちに恋に落ちてしまっていたんだ、と。




　理屈では説明できない深い深い恋の泥濘に、少しずつ少しずつ埋もれていった。一度捕まってしまえば、どれだけ足掻こうとももがこうとも逆らえない深みに。




　恋とはいかなるものか。

　それは蟻地獄のようなものよ。




　後日、そのオリヴィエの言葉をノールグエスト経由で聞いた時、思わず声を上げて笑った。










書き下ろし短編『あなたしかいない』




　カーテンの隙間から差し込む日差しが眼の中に入り、朝の訪れを知る。目を眇めて重苦しい溜息を吐いた後、その光から逃れる様に寝がえりを打ちシーツの中に深く潜り込んだ。

（…………全然眠れなかった）

　ベッドの中で一人眠れぬ夜を過ごしてしまったユーリは、寝不足で重くなった頭を抱えて呻り、そして悶絶する。

　────何をやっているんだ、自分は。こんな大事な日に。

　自分の不甲斐無さを何度も心の中で責めた。

　今日という日を是非とも万全な状態で挑みたかったのだ。寝不足で疲れた顔を見せる事なく、体調も気持ちも完璧な状態で。絶対に失敗できない日だからこそ、そう意気込んでいたのだが……。

　だがどうやらその意気込みが逆に作用したらしい。寝よう、寝なければ、と思えば思うほどに頭は冴え、明日は絶対に失敗出来ないと思うたびに緊張が高まっていった。まるで眠りを妨げるように鳴り続ける鼓動が絶え間なくユーリの中で早鐘を打ち続け、とうとう夜を明かしてしまったのだ。

　まだ家を出るまでに時間は十分あるし、夜が明けたばかりの今は起きるにもまだ早い。再度寝る事を試みる事も可能ではあるが、やはり眠気はこのまま訪れてきそうにはなかった。諦めてシーツから顔を出してベッドから這い出る。

　とりあえず頭をすっきりさせるためにカーテンを開けて日の光を全身に浴び、次に顔を洗って訓練用のシャツに着替えた後に、ベッドの脇に置いてある愛用の剣を手に取り庭に下りた。

　こういう時は素振りに限る。ブォン、ブォンと風切り音を庭中に鳴り響かせながら、ユーリは己の頭が徐々に冴えていくのを感じた。

　もちろんユーリがこんなにも緊張し、躍起になっているのには理由がある。

　────今日はいよいよリンジーとの初デートだ。

　いや、ただ食事に行くだけなのだから初デートと言っていいのかは分からないが、それでも彼女と二人きりでプライベートで会う事の出来る記念すべき日には違いない。

　先日、己の過ちを思い出し、そしてリンジーに懺悔をした。あの日の事はユーリにとって苦々しく、それでも大切で忘れがたい。

　酔った勢いで身体の関係を持ったのにも関わらずその事をすっかり忘れた挙句、他の男に襲われたのだと勘違いをした馬鹿な自分を彼女は赦し、そして自分をも赦すようにと言ってくれた。

『愛している』とどさくさにまぎれて己の想いを吐露したユーリに、同じ言葉を返してきてくれたリンジー。またゆっくりと二人の関係を進めて行こうと言ってくれた優しい彼女。そのリンジーと大切な一歩を今日共に歩み始めるのだ。

　誘うのはとても勇気がいる事だった。あの日、何度も何度も誘い文句を練り直し、竦む足を叱咤しながら官舎前の花壇に腰を下ろしてリンジーを待った。結局緊張の余りにせっかく用意した誘い文句はつっかえ、しどろもどろになってしまったが。

　けれども彼女は笑ってその誘いに乗ってくれた。嬉しい事に『喜んで』とも言ってくれたのだ。その心にしっかりと応えたいし、もちろんデートもしたい。

　今度こそ不甲斐無く情けない自分を返上し、スマートにエスコートをしてみせるのだ。リンジーに格好のいい所を見せて株を上げなければ。

　……と思っていたはずなのにこの体たらく。デートに緊張して眠れなかったなど、思春期の子供かと自分を詰りたくなる。リンジーに関してはほとほとダメな男になるのが悔しくて情けなくて仕方がなかったユーリは、己を律するためにひたすら剣を振い続けた。

　気が付いた時には日は完全に天に昇り、庭の傍らに家令のメイナードが立ってこちらを見ていた。

　手渡されたタオルで汗を拭き、軽く水浴びをして身体もさっぱりとした頃には頭の中も明瞭になってくる。これで朝食を摂ればいつもの調子くらいには戻るだろう。そう算段して屋敷の中に入って行った。

　身支度は入念に。贈る花も忘れない。べたではあるが一輪の赤い薔薇を持って行くつもりだ。

　今日は軽く食事だけと事前に決めている。あまり急激に距離を縮めてこられてもリンジーも困るだろうし、何よりユーリがそれに待ったをかけている。

　ちゃんと自分がリンジーにした事と向き合い償うためにも、彼女に対して誠実でいたい。段階を踏んで関係を進めていきたいと思っているからこそ、最初からがつがつと行くわけにはいかなかった。

　……それに。

　自分の両親の姿が頭を過ぎって、髪の毛を整えていた手を止めた。そして微かに眉を顰めて、目の前の鏡に映る顔を睨みつけた。

　────『愛』は怖い。

　ユーリは両親から学んだ事を思い返す。

　母が父への愛に狂ったように、ユーリもこの愛に狂ってリンジーを傷つけてしまったらという不安は常に付き纏っていた。もうすでに酷い事をしてしまっている身だ。これ以上傷つけることなど赦せるはずがない。箍たがを無くして自分の欲望を彼女にぶつけることなど絶対にあってはならないのだ。

　紳士的に。そしてスマートに。

　ユーリは鏡の中の自分にそう言い聞かせながら、またアッシュグリーンの髪の毛を整え始めた。




　こんなに緊張する事は人生の中ではなかなかない。ユーリは改めてそう思った。

　過去に二度ほど同じような緊張を味わったが、いずれもリンジーに会う直前だ。今も彼女が待つ独身寮に向かう道中、ずっと心臓が早鐘を打っている。体温も上がり、心なしか頬も熱い。

　馬の闊歩する音、車輪のカタカタ回る音を聞きながら、ユーリは馬車に揺られる。窓から見える景色はだんだんと目的地に近付き、城壁に沿って進んで行った。もう少しすると騎士団本部と官舎が見えてきて、そこを過ぎればすぐに独身寮に着く。

　窓に顔を近づけて行く先に目をやって、その到着を今か今かと待ち続けていた。




「こんにちは、団長」

　薔薇を手に持ち部屋まで迎えに行き、扉をノックした後に出てきた彼女は実に麗しかった。初めて見るリンジーのプライベートの姿に、ユーリは見惚れて息を飲む。

　いつもの堅苦しい官服を脱ぎ捨てたリンジーは、萌黄色のワンピースを着て髪の毛も結わえていた。化粧もしているらしく、唇にひかれた薄ピンク色の紅が何とも煽情的だ。普段の彼女も十分に美しかったが、今日はそれ以上にユーリの恋心や欲をガンガンと刺激する。

　官服を着たリンジーは高潔で誰にも触れる事を赦さない凛とした大華のようだが、今日の彼女はまるで可憐に蕾を綻ばせ始めた初花のような初々しさを感じさせた。それがなおの事ユーリの中にグッとくるものをもたらした。

　仕事の時には見せないあの素のリンジーがずっと一緒なのだと思ったら堪らない。喉の奥から思わず不埒な熱が競りあがってくるのを感じて、ユーリは口を真一文字に引き結んだ。

　そんなユーリの様子を見て怪訝に思ったのだろう。心配そうにこちらをリンジーが見やる。その視線に気が付いて一瞬目を泳がせた後に、ユーリは手に持っていた薔薇をそっと目の前に差し出した。

「……今日はよろしく、ウォルスノー」

　熱が、頭の中を侵していく。口の中がからからと渇き、息苦しさも感じる。

「ありがとうございます、団長。……私も、今日、よろしくお願いいたします」

　一輪の薔薇を目の前にはにかむように笑う彼女が、愛おしくて愛おしくて仕方がない。

　今すぐにこの腕の中に掻き抱きたくなるほどに激しい衝動に悩まされながら、ユーリはまた紳士の仮面を被ってエスコートをするためにその手を差し出した。

　外で待つ馬車に乗り込み、隣り合わせで座る。狭い馬車ではないものの、やはりいつもよりは不意に身体が触れ合う機会は多い。手と手が触れ合いそうになったり、リンジーの肩が腕に付きそうになったりと意図せぬ接触が続く。その度にユーリの鼓動は跳ね上がり、みっともないほどに動揺してしまうのだ。

　一度彼女の感触を知ってしまっているからこそ不用意に触れる事は出来ない。酒で今でもおぼろげになっている部分を補うかのようにリンジーを貪ってしまったらどうしようと、どうしても不安に駆られてしまうのだ。自分の理性など信用の置けないものだと嫌というほど知ってしまった今だからこそ、それはいつまでも払拭できなかった。

　リンジーの側にいたい。いつまでも彼女の唯一で在りたい。

　けれども、触れる事が怖い。

　その狭間で自分が揺れているのだと分かっているから、余計にユーリは緊張してしまうのかもしれない。

　ふと、自分の膝の上に置かれた手が目に入る。

　馬車に乗る時、リンジーの手を取ってエスコートをした。その時、この手は震えていなかっただろうか。この怯えを彼女に悟られる事はなかっただろうか。

　いつになく頼りないこの手はいつか堂々と彼女に触れる事が出来る日がくるのかと、途方もない思いに暮れる。

　ただ側にいられるだけで幸せだと思えない自分の浅ましさが、今は彼女に対して後ろめたかった。

「お疲れですか？」

　一人焦り思い悩むユーリに、リンジーが優しく語りかける。顔を上げて隣を見やると、彼女は紫水晶の瞳を瞬かせながらユーリの顔を覗き込んだ。

「目の下に隈が出来ています」

　自分の眼の下に人差し指を当ててそう指摘してくる彼女の顔をポカンと見て、ハッと気が付いて目元を手で隠した。

「体調が思わしくないですか？」

　そう気遣って問いかけてくるリンジーにユーリは慌てふためく。

　どれだけ取り繕っても結局聡い彼女はお見通しだったらしい。それもそのはず。ユーリの体調の変化にいち早く気付くのは今も昔も彼女だったのだから。

「いや、寝不足なだけだ」

「今お忙しいんでしたっけ？」

「そうじゃない。……その、……き、緊張して、だな、…………眠れなかったんだ」

　そう正直に打ち明けた後、耳まで真っ赤になってしまったのが分かった。

　子供っぽいとか、情けないとか思われなかっただろうか。隠せないと分かって正直に言ったものの、やはりここは適当に理由を見繕って誤魔化すべきだったかと後悔した。

　だが、リンジーはそんなユーリを笑い飛ばしたり、幻滅したような顔を向けはしなかった。ほんのりと頬を桃色に染めて少し俯いて、そして気恥かしそうに言ってきたのだ。

「……私も、です。私も、昨日の夜は緊張して、眠れませんでした」

（あぁ、もう……っ）

　何でこんなにいちいち可愛いのだろう。そして何故こんなにも嬉しい事を言ってくれるのか。

　ユーリだけじゃない、自分も同じような気持ちだと、敢えて口にしてくれるその優しさがいじらしくて可愛らしい。嬉しくて仕方がないし、この気持ちをどう表現したらいいか分からないほどに浮かれてしまった。手の下で緩みそうな口元がピクピクと痙攣している。

　どうにか口を引き締めて顔から手を離し、リンジーの絹のように美しい黒髪を見つめた。

「俺だけじゃなくて、安心した」

　堪らずぼつりと素直な気持ちを溢す。すると、リンジーは顔を上げてユーリを見ながら花が咲く様な笑みを寄越してきてくれたのだ。

　彼女の滅多に見る事の出来ないその笑みは、いつだってユーリの心を鷲掴んで揺さぶる。

（好きだなぁ……）

　そしてその度に自分の想いを再認識させられてきた。敵わないとさえ思う。それほどにユーリはリンジーに参っているし、おそらくそれだけ依存しているのだろう。

　大切で大切で、────それこそ自分の檻に閉じ込めてしまいたい程に。

　そんなどろりとした仄暗い感情が顔を見せた時、ユーリは我に返った。また自分勝手な独占欲が我が物顔で這はいずり回ろうとして、必死にそれを振り払う。

　舌の根が乾かぬうちにこれだ。本当に油断できない。

　リンジーに見えないようにきつく拳を握り締めて、臍を噛んだ。

「これ、食べます？」

　何も言わずに黙り込み、顔に翳を作るユーリに気を使ったのだろうか。手持ちのバッグからリンジーが取り出したのは、いつだかも貰った滋養強壮にいいという丸薬だ。薬類が苦手なユーリはあの苦味を思い出して顔を引き攣らせる。

「もちろんこちらも用意していますが」

　そしてもう一つ取り出してきたのが、これもお馴染の甘露飴だった。いつも疲れた時に口に放り込むというそれをリンジーはいつも常備しており、時折ユーリにも分けてくれる。薬が苦手だと知っているユーリのために取り出して用意してくれたものだった。

「念のために持ってきたんです。せっかくの……で、デート、に、寝不足で倒れるなんて事、出来ませんから」

　きっと思惑も何の打算もなく、ただデートを成功させたいという思いだけで彼女は準備をしてきたのだ。薬が苦手だなんて情けない事は言っていられない。

　リンジーの手の上に乗せられた丸薬を手に取り、ひょいと口の中に放り込み一気に飲み込んだ。もちろんその後に甘露飴も頂戴して同じように口に含む。リンジーも同じように丸薬を飲んだらしく、その苦さから眉間に皺を寄せていた。それを見てユーリはくすりと笑う。

　出だしから格好が付かなかったが、それでも嫌な気分ではない。むしろ肩肘張らず自然体の自分でいれる事が出来て、心からリンジーとの時間を楽しめそうな気がしてきた。

「ありがとう、リンジー」

「はい。────……はい？」

　一度は何ともない顔で返事を返したリンジーだったが、直ぐに目を丸くしてこちらを見直してきた。ユーリは唖然とした顔を向けてくるリンジーに向かって、ニヤリと笑い再度仕掛ける。

「今日は楽しいデートにしような？　リンジー」

「……えっ？　り、リン、……え？　え？」

　ようやく名前で呼ばれた事に気が付いたリンジーは、林檎のように顔を真っ赤にして困惑していた。おろおろと所作なさげに視線を泳がせて口篭るその様子は、実に可愛らしい。そんな様子を微笑みながら見ていると、リンジーはだんだんと瞳を潤ませて恥ずかしそうに顔を手で隠した。

「なぁ、リンジー。せっかくのデートだ。今日は『ウォルスノー』じゃなくてもいいだろう？」

「そ、それは……」

　意地悪く顔を覗き込み、さらに迫る。

「もちろん仕事場では今まで通り、『ウォルスノー』で。公私の区別はつけるよ。でも、今だけは。二人でいられるこの時だけは、ただの『ユーリ』と『リンジー』でいたい」

　仕事仲間だから側にいるわけではない。愛し合っている二人が男と女として改めて時間を設けて会っているのだと実感したいと思うからこそ、名前で呼びたいと希う。

「ダメか？」

　触れるのが怖い。だから今はこの心だけでも君に触れたい。

　リンジーが共に未来に向かって進もうと言ってくれたその優しさに報いるように、ユーリも少しずつ進む。小さな一歩だが、それは確かな一歩だった。

「……ダメじゃ、ないです」

　リンジーもユーリの一歩に付き合ってくれるらしい。いまだに顔を見せられないのか目元を見せただけだが、それでもちゃんとそれを赦してくれた。

　それに浮かれたユーリのお願いは大胆になる。

「ありがとう、リンジー。じゃあ、出来れば俺の事も是非『ユーリ』と呼んでほしい」

「わ、私もですか?!」

　えぇ？　と今度こそは迷いの声を上げる。どうやらユーリに自分の名前を呼ばれるのは構わないが、自分が呼ぶのには抵抗があるらしい。抵抗というよりも恥ずかしがっているのかもしれない。

　そんな彼女を可愛いとニヤけながらも、ここは絶対に譲りたくないユーリは一歩も引かない。

「逆に聞くが、お前はいつまで俺を『団長』と呼ぶつもりだ？　こういう時でも親しみを込めて名前では呼んではくれないのか？」

　懇願するように切ない声を出してお願いをすると、リンジーは声を詰まらせて退いた。

「リンジー……。ユーリ、と」

「いえ、でも、団長……」

「リンジー、お願いだ。どうか『団長』ではなく『ユーリ』と」

　そんな殊勝な態度をとるユーリを横目で見て、顔を背けてぎゅっと目を瞑る。口をふるふると震わせては何度か口を開いてはまた閉じるのを繰り返していた。

　目の前で繰り広げられている葛藤が微笑ましくてついついニヤけてしまうユーリに気が付いたリンジーは、拗ねた様な顔をして『団長……』と恨みがましい声を上げる。

「『ユーリ』、だろう？　リンジー」

「そうですね。そのうち……いえ、近いうちにそう呼ぶ事が出来れば。でも、今は少し時間をください」

　ユーリに笑われた事で恥ずかしさを払拭してしまったのかいつもの調子を取り戻したリンジーは、ユーリに妥協案を提案してきた。それが何とも彼女らしくてくすぐったい。

「分かった。でも、その時が待ち遠しいよ」

　彼女の耳元で囁くと、その耳が真っ赤に染まったのが見えた。




　愛おしい愛おしい、リンジー。

　どうかもう少し待っていてほしい。どうか飽きずに側にいてほしい。

　君を傷つけてしまった酷い男だけれども、それでもこの愛だけは本物だと言える。この愛が本物だからこそ、リンジーが大切だからこそ臆病になってしまう情けない男だけれども、一生を捧げる覚悟もあるし跪いて忠誠を誓う事だって厭わない。

　ようやく出会う事が出来た愛おしい人だから。

　愛する事を一度は諦めた自分が、唯一と決めた人だから。

　だから、自分の罪も不安も乗り越えて、ちゃんと向き合いたい。

　この可愛らしくも愛おしい君の隣に堂々と立てるように、しっかりと地に足をつけて。




「が、頑張ります。……ユ、ユー、…………団長」

「あぁ。少しずつ練習していこうな」




　さぁ、先はまだまだ長い。

　課題も乗り越えるべき壁もまだまだたくさんある。未熟な二人だからきっと苦労も多いだろう。

　だからこそ共に歩む道を、ゆっくりと踏み締めて行こうじゃないか。

「愛しているよ、リンジー」

　こんな風に愛を素直に伝える事の出来る奇跡を今、大切にしていきたい。
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